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第8回全国バズ学習研究集会

数学的な考え方を伸ばすバ麟 奮

愛知県豊臨覇立ノ1ヽ溝水小学校

は じ め |こ

本校は,名 古屋大学教授塩田芳久先生の指導の

もとにバズ学習の研究歴 10余年を有する。その

間「課題方式バズ学習」 という新しい学習方式を

生み出し,そ の成果を公表した。それは,教育の

原点をふまえ,児童の成長を願いつつ研究へのた

ゆまざる努力によって生み出されたものであろう。

私たちは, このすばらしい教育研究の伝統に思

いをよせ,豊田市の学校教育長期計麗iを ふまえて

バズ学習のよさをいっそう掘 り起こし,算数科の

指導 とのかかわりについて実践的方策を明らかに

しようと考えた。このような考えから私たちは,

研究の焦点を次のようにおさえ,授業研究を中心

に実践してきた。その一端をご報告し,会員諸氏

のご指導ご批判をお願いしたい。

9数学的な考え方を伸ばす とはどのようなことか。

o数学的な考え方を伸ばす指導はどうあるべきか。

o算数科におけるバズはどのように位置づけたら

よいかの

1 算数科 とパズ学習

(1)数学的な考え方のふまえ

これからの算数指導で,最 も重要視されなくて

はならないねらいは,「数学的な考え方の育成」

であろう。 磁 学的な考え方とは何か」をひとこ

とで述べることはむずかしいが,本校でのふまえ

をはっきりさせてお きたい。

・数学的な考え方を伸ばす とい うことは,「単に

決まった知識を数多 く覚えたり,計算を速 くした

りする技能だけでなく,児童が新 しい問題場面に

当面 した ときに,既習の学習経験 をもとにして,

それを活用し,新 しい概念ゃ原理を倉」り出したり,

それを開拓 していけるような能力を持 った児童を

育てること」 とい う期待を表わしたもの と受け と

めている。

したが って,数学的な考え方を伸ばす指導では

ア 簡潔・明確・統合 とい う算数科のねらいか ら

課題をつかみ,数学的な問題 として とらえる。

イ ー般的な概念 。原理・法員Jを覚えるとい うよ

りは,そ れを導 くまでのプロセスを重視 し, そ

の際, どんな数学的なアイデアが使われるかを

注目する。

ウ 数学的な美 しさを認め,事象を数理的に処理

することに楽 しさを見出す心'清 を育てる。

とい うことを常に念頭において指導を進めなけれ

ばならない と考えるのである。

(2)数学的な考え方を伸ばす指導

数学的な考え方は,そ れを抽象的に取 り出して

指導 した り,練習したりすることでは伸ばすこと

はできない。具体的な指導内容を学習する過程に

おいて,児童が自分の問題 として主体的に取 り組

み,い ろいろ試行 しなが ら,― どのように考えた ら
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よいれ  どのようにしたらよ うよい的確な処理が

できるか と工夫する時,数学的な考え方がはた ら

き,そ れが伸ぼされるのである。したが って,す
べての数材鷺学習することによって深 められるの

である。

(3)指導適種とバズの位置づぶナ

:の パズとパズ学習‐

バズとまま本来「話し合い」 とぃう意味であるが,

私たらまま学習r旨導麟 にぉける「バズ」 と「バズ

学習」の区別を明確にせずシあいまいな状態で話

し合いを進|め たために, しばしば混舌Lに おちいっ

た。そこで私たちは,学習指導過程における「バ

ズJな らびに「バズ学習Jとぃぅことばについて

次の考え方に共燿饗群界を深めた鍛である。

ё算数料のパズとバズ学習

学習段階 (5段階 )

つかむ

しらべ る

みつける

たしかめる

まとめる

② パズの位置づけ

私たちは,児童か主体的に間理 を|つ かみ,自 ら

の力で解決 してい く過程を重視 し,学習指導過程

の基本型 を次のように設定 した。すなわら,「つ

かむ」 (問題把齢  「しらべる」 (予想する )

「みつける」 (悪考 )「 たしかめるJ(系統イヒ)

Fま とめるJ(適用 )と いう轟段階である。

こΦ指導輝程のどの段階ヘゲズを位置づけると

効果的かは,そ の時の指導内容にょらで決まるこ

とで一機にこの段階がよいとiょ 決められない。ま

た, 40分の授業でどの段階にも位置づけること

は不可能である。

1‐

「

数学的な考‐えなJを警ばす指導では,児童に

柔軟な考え方をもたせることがたいせっでぁる。

柔軟な考え∫ま,自 分の発想に園執することなく,

他の人の考えに身を領け, それを理解 し,ま たレ

塞分の考えと比較 しょうとする態度の中に現われ

てくる。したかって,あ るひ とつの解答を見つけ

出す とひ う意考だけに とめないで,ぃ ろいろな角

度か ら問題なっかませるのに最 も適 した段階 と考

えられる「 しらべる段階_Jと「 みつける段階」に

バズを位置づけたのであるハ

椒 鐘学年辣数字鏑慮考え方を持はす指導

紙学年の児童 j嵐
9‐ その発達段階か ら考えると数

学鋳な事象脅鹿観的に とらえる領商が強 く, また

気分に左右 される面 も多ぃ。自覚 して学習を進め

ることは一般的にむずかしぃめそこで,学習の意

欲の持続,解決までの学習時間の短縮,過程の単

純イヒなどl・C配慮する必要が生 じて くる。

算数命対象は,客観化・抽象イヒされた ものであ

る。しかし具体的悪考にたょらなければならない

低学年では, また一っの障害が予想 される。

学習の展開の推進力 となるもの ,ま っ既習の経験

であり,児童轟身が身につけている学習方法であ

る。 ところが,低学年の児童は,経験や学習方法

のたくわえが なましい状態である。したが らて値

個の学習になぃて,数具 ぅ絵 。図など具体物 を仲

介にして,亜 lノ もヽ悪考活動ができるょうに指導す

る必要があ 4金 そのためには,ペ アバズをとり入

れ, ちがった多様な発想を生かして学習を進 めて

い くことが必要である。

以上翁構想に立 って,私 たらは,授業を進 めて

いる。次 にのせる授業記録
`ま

9 1年生でのペアバ

ズをさせることによって多様な考ぇ方が生 まれた

授業のまとめである
^

習学ズｒゝ
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一

△
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学習指導i昼程における「 バズ」とは,学習段

のいずれかにおいて,①課題の提示,②個人思考

③小集団話し合い9④全体発表・まとめの4分節

のことである。
バズ学習とは「バズ」を取り入れた1時限の学

習指導過程のことである。
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1‐ 年生 Fぁ拳ゃくさま■ 1/鶴   ‐

◎本時の目標     :
・認知 具体物によって, 7, 3の合成ゃ分解

を理解 させるI      
‐

。態度 数 をいろいろに分 4す て考える態度 警育
'て るの   ■ :

o晨m       ‐

ア ウ小鬱駿階

(前時の学習の掲示物を掲示し想起きせる )

5, 6は いくっとぃくつかしらべました。

5, 6は何通 り作れましたか。

5は  1と 4 2と 3……で4つです。

6は  1と 5 2と 400…で 5っです。

7は河通 り作れるだろうかl

8まま何通り作れるだろうか。
イ わらべる段階

T 自分自分で考ぇましょう。

C 各自予想をたてる。 (個 人思考 )

T 自分で考えたことをとな りと話 し合 ってみま

しょう。 ごペアバズ 〕

一
、一 Aグループ ーー言

C102く んもヽ静trく ださしヽ。

C27jま 7つ作れると悪けます。

Cl私は 5は 4つ, 6は 5っ作れたので 7′よ6つ

作れ ると思います。 8ιま7つです。
~Bグ ループ

ーCiさ んいってください。

わか りません二

私は, 7は もつ, 3じよ7つ作れると思もヽます。

そのかけは, 轟ゃ 6では 1つずっす くなかっ

たからです。ゎか りましたか。

C:あ っそうかラわかったぞ。

―一―Cグ ループ ーーー

Cで C2さ ん, どうですか。

C27は 7っ, 8は 8つ作れるじゃないぅょくゎ

か らん。

Cl私 もょくゎか らんわ。

T 話し合いをやめましょう。自分で考えたこと

を発表 しましょう。Clさ ん,‐ どうですか。

Cl「バイJぃぃますよ。 5な 4つ; 6は 5う作

れたので 7まま6つ9 8は 7つ作れると思しずま

夕。

賛成の挙手が多数見 られた。

T C2さ ん, どうですか。  |
C2「ハイ壺いぃますよ。

:ぼ
くはclさ んによく

:こ てしヽます・が, 7jま 6ょ り1多 しヽわゝ ら7は 6

つ作れると思います。

T Cl,C2さ ん もゎけをつけていえましたね。

4ま かにありませんか。・̀… …

今発表 したことが正 しいかどうかしらべ るに

ままどうlノ たらよも`でしょう。

Cl「ハイJぃぃますょぅおはじきですればゎか

ると思います.

おまましきをならべてみればよくわかるといも

た声が多数出る。  .
T では,赤 と青のお jま じきを出して, もと6で

したようにプリントにかいてしらべましょう。

・まず 7について調べ させる。

・数字で記入 させる。

あか   あお の 力 > あ お

○○○○◎舎◎

OOCO鋳 O①

o7を調べ終 えた

児童は 8に すす

んでいるn

課題の提示

Ｃ

Ｃ

Ｃ

o順序よく記入してぃる児童が多 く見 られる二

つ たしか路の段階

言 では,調べたことを発表 してもらいます。

ここで, 3名 の児童に発表 させる。

oA児 順序よくな らべ

てある。

oB児 順序がわるい。

oC児 おちがある。

T だれのならべ方がょいですから

Cl「ハイ」 Aさ ん とCさ んがよいです。(2o名 )

C2Bさ ん もよいです。 (26名 )1
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○○○○○○◎
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OO鯰 協議劣◎

○鵞O③①響◎

B児

○○0000Q
OOOOOの ⑬

OOOOOO③

O聰 薇響翁畿◎

○○○○◎鰊蟷

○○機0◇ O②



T よい と思 うわけを発表 しましょう。

Cl Aさ んや Cさ んのは階段のようにならんでい

てわか りやすいか らです。

C22人 ともllF番にな らんでいるか らです。

C3Cさ んのは 1だんおいているか らまちがって

います。

C4Bさ んのはごちゃごちゃにな らんでいてわか

りに くいです。

o7は い くつ とい くつかをA児のようにllk序

ょくな らべ発表 させて,板書にまとめた。

o8の場合 も同様に進めていった。

一
以下略

―
考 察

この単元のねらいは,数 を多面的にみさせ,数

をいろいろな場面で活用し,数 と計算を巧みに処

理していく能力を身につけるところにある。

たとえ|ゴ「 5と いう数は, どんな数だろうか」

を考えさせるとき

4よ り1大:き ぃ   1と 4, 2と 3……分解

6よ り1小 さい  10よ り5小 さい

とか, 7よ り2小 さい, 8よ り3小 さぃ,な どと

みさせることである。

ア 7, 8を とりあげ,い くつかの考え方を発表

しあぃ,比較させ輻広い見方ができたと思 う。

イ 意見を発表するとき,わ けをいわせるように

しているが, これは,論理的 。合理的な見方,

考え方を積みあげるのに大切なことである。と

いっていつもいわせると,算数ざらいを作るの

で留意することも大切である.

ウ おはじきをつかって
'頃

序よくならべさせるこ

とをまとめとしてとりあげたが, これは,内容

を明確にするという大切な考え4J~で ある。

ェ ペァバズl.Aょ くやっていたようだが「同じで

tJと いう声が多く深めるまでにはいかなかった。

オ 効果的なパズがなされるためには,あ くまで

個人思 考が十分なされなければな らない。これ

は算数だけでな く日頃の学級経営に左右 される

ことが大 きぃ。

ヵ ペアの1人間関係をよくし,話し合いのし方を

教 えたり訓練することが,低学年では特に大切

である。

お わ りに

「数学的な考え方を伸ばすになどうしたらょい

か。」そのためには,数学的な考え方 とはFnIか を

分析し,そ の性格 をふまえなければな らない。こ

のような問題意識か ら発展 して学習の場で,「 ど

のような教材 をどのように児童に取 り組ませる力」

が私たちの中心的な課題であった。:そ れは,そ の

まま今後の課題で もあるが,実践 をふまえて私た

ちが確認 し合 ったことは

ア 指導書のねらいを共通理解 し,そ の上に立 っ

て教材 を分析し,全体の見 とおしをもつことに

よって適切な課題を授業に結 びつけることがで

きたこと。    :
イ バズをとり入れることにより,児童ひとりひ

とりの悪考が深 まり,そ のことがグループの話

し合いを活発にし,課題 を多様な見方・考え方

でつかむようになった。

ウ 算数 を好む児童が多 くな り,発想を出し合い

認め合うという好ましい人間
・
関係が生 まれてきた。

今後の課題 としては

考える方法の指導をど0し たらよいか。考える

基礎 となる知識や技能 をじゅう分理解 させるには

どうした らょぃかの発間や助言の効果的な在 り方

を追求することなど幾多の問題点があげられた。

以上述べてきたことは 表面のみをなでまわし

たいわば皮相的な見方か も知れないが,算数教育

の一端 をのぞき得たことを喜ぶ と同時に, この反

省 と批判 を手掛か りとして, さらに今後一層の努

力をしたい と思 う。 (昭和 49。 11.29)

参 考 文 献

・倉J造性開発の学習方式 大阪池田小 明治図書

・小学校のパズ学習   豊川中部小 黎明書房

。バズ学習の実践的研究 塩田芳久    〃

。バズ学習の育て万   井上隆基    〃

。バズ学習の効果的実践 塩圏・四宮   〃

。だヽ学校指導書算数科  文部省   大阪書籍

・倉」造性開発 とその指導 日本数教  明治図書

・数学的な考え方を伸ばす実践指導 原弘達 〃

,算数科基本事項の指導       〃 〃

。現代イヒ算数指導法事典 遠山啓   明治図書
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11ゅ は じ 燎 に

‐  「 ひよりいなりの子どもんR自 分の考えをはっきりもってゝ みんとの考えを作用交流 しあい、 ど
― の子 も何 らかの形で充表 し、語 やおい、 教えあυヽ、 みんと力Rわか ら、 みんなポ参力目する授業をめ

|‐ ざ 冶うで はないか。 Jと い う願しヽか ら、 パ ズ学習方式を全校的な体制で研究 しようととり入れた

のである。

|‐ ‐ 研究仮説 として、バ ズ学習方式 は F小 集団の中で、 ひとりひとりの子 どもが生き生 きと活動 し、

'  どんな子どもも相互作用や相互援助を通 して思考が確立 し深まる中でゝ子どもに学力もつき、態

講=島 Å 興躙 密 傾 泉 ト ノ 尋 ア l 曖′守L産‐    ん ⌒  レ ス 手, フ んrュ rょ 、P、 ノ` 了π ″睦 姜L ttrも  じ__″ _´ た生 ` ′`こデ下― ⌒ rrt度や人閥関係もよくな巻」を設定 し、次のような 6年がかりの研究計画をたてて第 1次研究の段

■ 階とした。

_ ◎ 鼈量年気 《腋5年眩)「メガ学習《こよって生き住心とした学習活動ルヽでき階ようにする」

。 全職員予パズ学習について共i亜理解をもち、 どの学級にもパブ学習を定着 させるため、

学習のルール鶴発言ルールの確立をめざすための研究を重点 とした。

|=■ ○ 舞盗年気 (15年度》「学習ルールの定着と質釣向上を図るJ

醸 各学級に於ける小集団学習が定着し、発言ルールも定着する。また学習活動が単に活発

=|||■

  になるだけでなくゝ 質が高まり、児童相互の意見交換が十分なされるようになる①さらに

子 どもか らのパ ズ要求がな され、全体 コ ミ学習が質的な高まりをみせ、学習ヵRよ リスムー

ズにな つ%かつ懸発にな為①

|■ ‐ O 鼈轟年気 《薇。年慶》 F学習ルールが更に定着しゝ 学習活動の深イにを図鶉』

鶴 静かに うなづ きなヵRT学習 し櫂深いと遼るまで 考えることポで きる。子 どもの変容が と

|    らえ いわ 為よう:こ と 罐⑬

一 僣一

褻 ぎ巡全 鰤バ 躙怒辟 瞬究集蟷

彦抒卜蓼援%のや写昼×鼈珀鰤鰺魏靡不隆ξ亦等鍼靱蝠冬

――――A―・パ ズ学辟 軋恣跛 鰤 して一一

青森県五所∫|1原市立互所ザ|口小学校 第 1学年部会

教諭 月 永   寛

〃 寺 山 芙佐子

教絋 進 屁

ガ 佐旋本

猾
「

:

一　
子



餞後 研 究 の 概 要

(■)理の編成方法

⑩ 班の編成人数

入学当初は騒学級の人数 (44名 )を 4つ に分けたが、話し合い》ま、ペアバスを主とし   ぃ

た06月 ごろに係り活動の指導、 学校生活に子 どもたちがなれたこともあって、 1班 4人

の班づ くりも可能であったので、 1班 4人の班をつくった。生活上のパズや点検バズ(答    a
えあわ鐘。せいけつけんさ等の諸けんさ)が主でも学習におしヽては、 4人バズの話し合い

‐

は鶴 まだ不可能なので、 1班 4人 のペアパズを主として話し合わせた. 1学期中は、主と

してペアバズに重点をおき、ペアで話す ことや聞くことによって学校にヨ||れ させ、喜んで

学習に参加することに重点をおいた。

9月 ごろには、学習時も、 どの学級も 1班 4人の 4人バズの話 し合いが可能になった.

②  班の編成方法

入学当初は、男女 2人 を五十音llmに 並べた座席をつくった。 6月 ごろに 1班 4人の班づ

くりをしたが、 このときは、斑員の組み合せの基準 として次のことに留意 した。

O 能 力  C)男 女混合  C)分国内は異贅、分団間は等質

(露)学級づくり

①  l学期中は、ベアでお話したり、聞いたりするなかで、人間関係をスムーズにし、学習    |
に喜んで 参加す るような学級づ くりを 目ざ した 9

②  2学期は、 4人バ ズを主 としてとりあげ、 どんな /1・ さな ことで も、 班の問題に し、 それ

を広げて学級全体の F「D題 にまで し、 脅して学級全体で解決 してひ くような学級づ くりを 目

ざ している。 3学期はも 更に人間関係を高めてしく つ もりである。

(⇒ 学習訓1練

⑪ 課題の与え方

子どもたちに問題をつかませる関係_L「きょうお勉強するもんだいは○○です。 」とい

うのではなく、子どもたちが事象を見ることによって問題づくりができるように、課題そ

のものを絵にかいた り、事象を大きく拡大したりした。

貧 調べ方

検証の方法は、で きるだιナ子どもたちが発見できるように、教師の側で意図的に子ども

たちに教科の特質を考えて学習の流れをつかませておく。

⑤ 話し方、聞き方、発表のさせ方

⑦ 話し方(発表のさせ方》

・  発言 ルーノンを 5月 に指導 した。「ぼ くは、○○は○○だと思 います。 そのわけは、

―…2-一



○○は△△だからです。

鬱 発表する時は、聞き手の方を見て、相手にわかるようにはっきり話せるようにする。

◇ 全体発表のとき (ペ アか らコミヘ )              。

「ふたりとも○○です。」 Fぼ くは○○ですが、○○さんは○○だ冶うです。 」

◇ 4入パズをしたあと全体み、発表するとき

「ぱくは筆○○は○○だと思 います。そのわけは○○は△△だか らです。 Jく意見>

「 ぼくたちの班では、○○は○○だというのと、○○は△△だという2つ の意見にわか

れ ました。く班の意見をい うとき>

⑩ 聞き方

鬱 発表者を歌 、 よくお話を聞けるようにす る。

。 自分と同 じ意見の ときや、発表者の意見が よくわか のた ときは、 うなず くようにす

る。

・  発表者 とことなる意見の ときは、「別に」といって手をあげ、「ぼ くは、○○のと

ころは〇〇だ と思 います。 そのわけは、○○は□□だか らですo」 といえるようにす

る。

④  バ ズ学習の言|1練

の  授業中

e班の話 し合 いが スムー ズにしヽかない班があった ときは、 班の話 し合いを再現 させて、

まわ りの班にみ證て、 他の班か ら、話 し合いのし方に対 して援 助してもらうようにす

る。

・  良い班をみんなにみせて、 他の班の話 し合いの参考にさせ る.

④  放課後、順番に、 1班に (4人 )ずつ残 してバズ学習の訓練を した。 その主なものに、

班での話し方や聞き方についての指導がある。

輔  バズ学習の リーダーの育成

⑪ リーダーの選出と輪番制

鰻 リーダーは、バズメンパーによって選出させた。 リーダーの交代ξま、 5ケ 月を原則に

/-4え騒かないず 1回は鶴バズ長に選出されるように考慮している。

② リーダーの発言指導

。 いま班で話し合うべき問題は何かをはっきリメンパーに指示するために籍次の発言形

式を指導 した。

「 いま、 ぼ くたちが考える問題は、 ○○です.通 のことについて自分の考えを まとめてお

いて下 さい。 J

● 班内の話 し合いがスムー ズにで きるように、次の発言形式 を指導 した。

―一轟―



Fそれでは、○○くん、 いまのもんだいについて自分の考えを発表して下さい。つぎに

○○くん、つぎに○○くん。・・・・・。 」

0 班長やメンパーがわか らないときは、他の班に「みなさん、いまのもんだいの○○

がわか らないので教えて下さい.」

(鉾 各教科に於ける実践rll

⑪ 理科に於けるパズ学習

⑦ 理科に於ける学習の流れ

問題づ くり… …問題把 握 一―一 予想 一一一 方法 ―一― 検証 一一― まとめ の 5段階 の過
(バ ズ ) (バ ズ )

程 をふ まえて学習 して いる.

④  理科に於いてバズをさせる場合は次のようなときにやらせでいる。

。 先行経験があるとき。選択肢のあるとき。 しばるによいとき。

・  予想や方法、検証結果にバズを入れるときも、考える手だてがあるときに、効果

がある。

② 国語科に於けるパズ学習

②  イメージ (形象 )を よりよく豊かに深めさせるときにバズ学習をしている。

磯 一つ一つのことばのイメー・ジや意味をはっきりつかませるときにバズ学習をして

いる。

。 読 み比べを して、 そのちがいを比較 させている。

(pll かぜが、みんなをふきとばしました。かぜが、みんなをふきました.)
⑬ 登場人物になりきってその気持ちを話 し合わせる。

④  書写をより確実に身につけさそる。 (漢字の筆j頓、視写する時の行あきなど )

⑤ 算数科に於けるパズ学習

⑦  もっとも大事にしている指導段階は問題把握である。どんな問題で、 どんな手だて

(方法 )に より確かめてぃったらよいか、学級の子どもみんなのものとするために、

バズをする問題を自分のものとすることに重点をおいている。

④  次に個人思考を中心に実証し。 さらに班でバズをすることによってよリー層たしか

なものにするようにしている。

(6)遅れた子どもや進んだ子どもの指導

の  遅れている子 どもに対しては、班内の相互援助のほかに、学級みんなか らの援助によ

ってで きるだけゝ全員授業に参加で きるようにするためにバズをとり入れている。

①  進んだ子どもに対しては、更に別な課題を与えている。

5f 唆 と め
。 子 どもた ちは、 全 員が生 き生 きと学 習に参加す るよ うにな って きた。

0 4教 科 以外 のパ ズ学 習 と、 評価 につ しヽて の研 究が今 後の課題 で ある.

-4-



鰊 呻吻心肉兆鯰雖判輻勒鏃宦

筆
《国人やりに伸剰が生きている授難

ゎ
めざして

一…1年生の鰈舎轟

愛知県豊りII市立学部電ヽ学校

教  諭  夏 目富 美 ・ 竹 尾 真 弓

1。 は  じ め  に               制での研究がはじまった。

α
自分のことが自分ででき、なかま

｀
のことが

なかまででき、友情豊かに助け合 う"こ
の学校   2.研  究 へ の 意 向

教育目標のもとでわたくしたちは
駅
自分のこと     主体的な子どもを育てるとい うことは具体的

が自分でできる自己実現の目標 と、なかまのこ    にはどんな子 どもを育てることなのか、わたく

とがなかまでできる人間関係の目標
"と

を教科    したちは求める子 ども像 を

指導で統合し、ひとりひとりの子どもたちの学    (1)自 分の考えがしっか りとうらたて られ進ん

力の向上と民主的な集団の育成 をはかろうと努     で実行できる子 ども

力してきた。                   犠)他人の考えや意見を尊重 し、よく話し合え

しかし現実の子 どもたちをみると問題が多い。    る子 ども

欠陥面で特にめだつ ことは             (3)協 力 してよりよい解決 を求める子 ども

(1)話す こと、聞くことができない。        (4)自 己評価のできる子 ども

(幼 学習へのとりくみ方がよくない。        の 4項 目におさえた。

と、い うことである。                
駅
望ましい個人は望ましい集団によってのみ

この子 どもたちの現実を直視し、わたくした    教育され、望ましい集団は望ましい個人によっ

ちの授業の欠陥に目をそむけず、学習に対して    てのみ達成され る
"と

けわれる。わたくしたち

積極的にとりくむことができる主体的な子 ども    の求める子 どもはなかまの中でみが きあうこと

を育てようとい う大 きな目標をめざして全校体    によって育っていき、なかまも高められてい く

… 1-



であろう。                         比べて発表できる。

1年生における具体的な学級集団づ くりのめ       o 聞こぇるように話す

あてとしてわたくしたちは次のことを考えた。          みんなの方をむいて話す。

(1)ひ とりひとりが自分の考えをもっている集       0 こんなことばが使えたらよい。

団                           わか りません。

犠)自 分の考えが自由に話し合える集団             しっ もんします。

ア。 自分の考 えがはっきりい える               わすれました。

ィ.友だちの意見がよく聞ける                くわしくo

ウ.なかよく話し合える                  助けます。

(3)力 を合わせてよ りよい解決に進んでいける      ●)聞 き方

集団                         ・ 終わ りまで聞 く。

なかまの中で個人がみがかれ、個人の中にな       。 わからないことは聞きかえす。

かまが生 きている集団づ くりをめざしてわたく          もういちどいってください。

したらのささやかな実践がスター トした。         6 話し手の方をみなが ら聞 く。

工。話し合いの訓練について

Se実 践 の 経 過
(薫

雪『 ビ雪171)      
の

と:III後 詈ζ:曇I[:[i:[:

(1)1学 期 …… 主 とし'て議し合けの           ること、けじめある学習態度 を身につけ

訓線について 一―          させることが大切である。

ア.子 どもたちになかま意歌 を持たせ るため、       そこで「あなたは だれですか。」

授業の中にできるだ l・

jペ アによる話し合い       「わたしは 〇〇です。」 と、い うよう

をとり入れ、話し方、聞き方の訓練 を行っ       に語尾まではっきり答えさせる練習から

た。                        はじめた。

イ。朝の会、帰 りの会 を自分たちの手で運営      傷)2人 の話し合い副1練

させ
瞑
つ くる楽 しさ

"を
味あわせようとし       例 理科  6月

た。                          ○ あさがおのふたばと、ほんばは

ウ。 ラジオ国語教室の継続視聴によって聞 き         どこがちがいますか。

とり方、話し方の基本的な要素をおさえさ        △ ふたばは、はの形がまるいけれど

せようとした。                      ほんばは 3つ に分かれています。

∽ 話し方                       ○ ききます。 3つに分かれているっ

0 語尾まではっきり話す。              て どうい うことか わか らないよ。

6 相手の意見がわか り、自分の考えと        △  (こ とばでは表現できず 絵で説

… 2-



鵬                  惨)2学 期 ― 自分の考えが書け友だらと

比較 して、自分の考え方の
○ わか りました。 もうないの。

変化がわかるノー トづ くり下
△ ふたばにさわると つ るつるして

いるけれど ほんばは ざらざらし     ア. 自分の考えをうちたてるには子 どもたら

ています。                 が自分のことばで思ったこと、感じたこと

○ うん、そうだよ。ぼ くもおなじだ。     考えたことを自由に書けるノー トでなけれ

朝の会では 2人組で きの う遊んだ      ばならない。子 どもたちが ぞんぶんに自

こと。どんな手伝いをしたか。どんなテ      分なりの個性をもった考えが書けるノー ト

レビを見たか。 と、いった生活上の経験      でなけれ、ばならない。

を話し合 うこと17Cし てい る。回数を重ね       そのため形式的な約束はできるだけ少な

るにつれて、いつ どこで だれと 何      くし、考えのすじみちがわかるための約束

をしたかが おさえられるよ うになって      をきめた。

きた。                      O f_E学 年におけるノー トの基本的なかま

どの例 も まだ話し合いとはいえない        え (1年生の後半より )

簡単なF.5答 であるが 互に考えを交換す       。 ノー トは方鰻の大学ノー ト 社算理、

ることによって 自分の考えをより確か         国語はたで書 き10行 ノー トを使用

な ものにしてい くこと力ゞできる。              する。

オ。 1学期の授業実践か ら               ・ 単元名 課題 月日など教師の動言

一 話し合いを支える条件の考察 一         によって書ける。

輔 課題 子 どもの実態にあった適切な課       ・ 予想や読みとったことが自分なりに

題であること。                   書ける。

紹)子 どもの問題意識にささえられてい る       ・ 話し合もれ、見せあいなどで比較し、

こと。                        修正ができる。 (朱書 き )

例 話し合いの位置づけの検討が重要であ       e できるだけ消さない指導をする。

ること。                      (思 考のあとがわかるように )

0 思考の型 事象 と事象 との関係を比較       ・  思考の過程や結果をあらわす簡単な

す ることによって つかませ るといった        記号が書ける。 (OXO国 )

比較思考が適してい る。              e ノー ト記幅の調練

輔 質の向上
~単

なる話し合いに終わらせ          (放 送利用による )

なlr Rた めに自分の考えをもっと確かな も

のにさせなければならない。 (ノ ートづ

くり )

-3-



佑) 社会科におけるノー トづ くりを中心に

して

例  4月 ころの形式

12

△ △

4。 ま と ぬ

わたくしたちはひとりひとりが自分の考えを

持って自由に話し合える集団、協力 してよりよ

ぃ解決に進んでいける集団をめざして、話し合

いの訓練 と並行して話し合 うことによって自分

の考えがどう変わったか とい うように、考え方

の変化がわかるノー トづ くりなどの面か ら研究

を進めてきた。

卒直にいって、いずれも基礎的な訓練の域 を

出てぃない。今後は話し合いの基礎的な技術の

育成 をはかりなが ら4人 グループでの話し合い

に進め、自分の考 えをなかまの考えと比べ、み

が きあう集団づ くりとノー トづ くりを続 けて進

めていきたい。

19/
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10月 ころ 放送 ノー ト

予想 をか く

視聴後

2人組で話し合 うことによって つ

け加えたもの

小田君のおかあさんとちがっている

ところ

全体で話し合い つけ加えていった

ところ

思ったこと
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第 8回 全国バズ学習研究集会

全 員 参 加 の 出 来 るバ ズ 学 習

兵庫県竜野市立小宅小学校

4月 以来、 ひとりひとりを生かすために、

「 全員参加の学習」をめ ざして、バズを授業に

とり入れ、 児童の学習、生活のすべての面にお

ちこばれのない指導を念願 して、少 しずつ歩ん

できた。

ここでは特に、理科の実証授業を通し、学習に

参加出来に くい子が、どう参加してい ったかを

まとめてみた。

I 全 員参 加 させ るため の努 力点

(1)何で も言える雰囲気づくり

(受容的、あたたかい人間関係 )

まちがい発言を大事に して、決 してわらわな

いで、みんなが発言者の意図をくみとり、発言

した勇気をほめ、満足感を与えてやる。

(2)学 習の中に、気楽に話 し合える場を作る。

ペアで話 し合わせたり、 グループで「 ○○さ

ん、 どう思 う」とたずねかけ、自分が話さなけ

ればならない立場に立たせ、全員が話せるよう

にす る。

又、全体 バズの時は、班 長だけでな く、番号を

決めて、llF番に、 グループ代表発言をさせる。

(3)話 し合いの訓練を身につける。

(聞 く態度・
)

0耳 をすまして聞 く

教諭 高 瀬 八重子

友 だちに話せるように聞こう。

0話す人の目を見る。

日でお話を聞こう。

O自 分の考えとくらべながら聞 く6

(話す態度 )

0みんなの方を「れ てヽ話す。

0話をひとりじめしないで、かわるがわる話

す。

0わか らない ことは、たずねる。

14)学習が「わかる」喜びを味わわせ る。

わか らないとい うことは、ひとりひとりに課

題が定着していないか らだと思 う。従って、学

習課題を如何にして、ひとりひとりの ものにす

るかが問題である。そこで、

O何となく見通しが立つような、予想のたて

やすい ものを課題にする。

O授業の始めには、必 らず本時の学習課題を

提示 し、ペアでお互いに確認し合う。

0バ ズをさせ る前には、個人思考を十分にや

らせ、自分の意見 をしっか りもたせ る。

以上の三点、特に留意してい る。

(5)毎給食時に、次の点検表により、一 日の反

省をグループ毎に行ない、仲間意識をもたせる

ようにしている。
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月 日

Ⅲ 実 証授 業 を通 して

■  ‐  |(理 科 糸でんわ )

◎ 事前テス ト     ‐

(1)よ く聞こえる糸でんわは、:どんなのが よい力、

(紙、は り方、糸の質 )

(2)遠 くはなれてい るのに、糸でんわが聞こえ

るの Iま 、なぜでしょう。

(3)ど んなとき、聞こたに くくなるでしょう。

0糸 を強くつまんだとき

0糸 をたるませたとき

0糸が長い とき

1 0糸 がみじかい とき '

0むす びめがあるとき

(4).糸 をかえると、 どうだろう。

(は り金、紙テーブ、毛糸 )'

この中で、(2)番の紙や糸がふるえて音が伝わ

る事と、(3)番の どスノなとき聞こえに くくなるか

が、|わか りに くかった。

◎ 実証授業

事前チストでわか りに くかった(2)番 と(3)番に

指導の重点をおき、 グループで糸でス′わを使 っ

て調べさせた。    ,

第 1時  離れたところでの闘こえ方之、全体

計画

生活経験の豊かさが、予想の確かさに結び

つき、予想通 りの実験結果が出たことや、今

2

後の学習の見通しがつかめ、次時への意欲が

高まったように思 う。‐

第 2鋳  糸でス′わが、聞こえに くくなるのは、

どスノなときかo

前時のねらい (紙や糸が ふるえて 聞こえ

る )が定着 していたので、ふるえを止めたら、

聞こえなくなるだろうとい う予想が、容易に

出た。

又、糸を長 くした ら聞こえ方はどうなるかの

課題に対しては、池に石を投げた時の波文や、

お寺のかねのひびきなどか ら、糸が長い と、

ふるえがだスノだス′弱ま り、聞こえに くい こと

など、経験を豊富に出し、学習に盛 り上が り

を見せた。

学習内容が多かったので、授業が少 し長びい

たの 1ま 遺憾であ る。

第 3時   糸でスノわの糸を、他の ものにかえて

み よう6

予想で、針金は金だか ら、たたいたらひび

くから聞こえる。毛糸は、糸と同じような も

のだから聞こえるだろうとい う者と、太いか

ら聞こえないと答える者、紙 も聞こえる、間

こえないの二つに分かれた。

予想が半々に分れただtす に、確かめたいとい

う意欲がわき、学習が真 aljで、全員参加の態

度が見 られた。

第 4時  単元のまとめ、糸でス′わの勉強で、

わかっ撻ことを、まとめてみよ う。

今まで勉強してきたことを、板書 (区 )や、

◎菫 Pな ど、視覚に訴えてまとめて行った事

は、子供の心をひきつけるのに効果的であ り、

能率的だった。

私たちξよ、 こうしたまとめの段階を、おろそ

か lrtり がらだが、学習をしっか りと定着させ

るためになく大切な指導だと思った6



◎学習への参加、社会相互作用の調査結果

(教師によるもの )

時 間

項 目
第 1時 第 2時 第 3時

課題に対す る認知側面 2.8 3.2 3.7

学習活動に対する全般的態度 3.7 3.6

話し合いにおける態度 3.0 2.9 3.4

第 1時の パズより、第 2時、第 3時 に進むにつれて、児童の学習参加への R_8度 が意欲的になった。

特に第 3時の授業は、グループの活動が旺盛で、全員参加の態度が見 られた。この参加度の高ま り

の原動力は、_

(1)単元計画、本時の学習課題が、よ く理解されていて、自分の ものとなっていたこと。 :

(2)グ ループの成員のお互ぃの人間関係が、良好であったこと。

(3)教 師の適切な助言があったこと。

(4)課 題の内容と設定の位置づけが、児童の実態に即していたこと。          ‐

等が挙げられると思 う。     ‐

(児童によるもの )  次表の表参照

第 時 第 時

A B C A B C

参

力国

度

課 題 に 対 し
M 4.84 4.62 5.43 5。 15 5.46 5。 07

S,D 2.85 3. 24 3. 24 2.79 2.67 2.21

グループ学習
M 2.15 3.83 3. 29 2.92 3.07 = 3.14

SeD 2.06 2.69 2.84 2.30 、 2. 61 2.00

仲 間 に 対 し
M 3.69 4. 77 5。 31 4.92 5.31 4.31

SeD 2.3 4.02 3.26 3.03 3.07 2.97

教 師 に 対 し
M 3.27 3.54 4,15 4.15 4.46 3.62

S.D 1.49 2.3 2.4 1.83 1.73 2,49

社

相

互

M 12.54 11.92 12.29 11.92 11,92 12.64

S.D 2. 34 2. 94 2,46 2.52 2.94 2.饉 6

M 8.38 7.77 8. 29 8.62 7.69

S.D 1.86 2.09 2.11 1.86 3.2

M 11. 38 9。  18 9.86 10.54 7.77 9.57

ScD 3.24 1. 54 2.53 2.76 1.37 2.86

参加度の第 2時では、 C集団の者が A集団、 B集国の者よ りはるかによく、第 3時では、比較的

B集団の者がよく参加してい る。

又、社会相互作用も、 B集団の者 より、 C集団の者の方が、 よしヽ結果を示 してい ることがわかる。



◎ 事後テス ト
(K・ HoA児 はSpでなく偏差値 )

知 的 能 力 事前テスト 事後テスト
進歩量 進歩率 把持テスト

知偏、学偏の平均 得  点 S.D 得  点 S.D

A 61.5 34. 1 7.8 91.9 10。 2 57.8 85。 9 80。 8

B 53.5 31.1 8.0 80.0 18.4 48.9 71.7 80。 7

C 44. 1 24. 9 8.8 83.9 16. 8 58.4 78.2 75.0

K児 34 50 33 35 41. 2 60

H児 45 20 75 35 55 68.7 60

A子 50 35 56 100 66 65 100 100

事後テストでは、下位の者が一番悪か ったのに対 し、事後テストでは、中位の者よ りよく、進歩

量は一番のびてい る。

又、学習に参加 しに くい K児、 H児、 A子 を見てみると、理解度はいずれ も向上し、中で もA子は、

す ごいのびを示し、学習効果をあげてい る。

子供たちに、バズの勉強についてど う思 うか意見を聞くと、全員口をそろえて、「楽しい」と答え

る。「なぜ楽 しいの ?」 と問い返すと、「 グループの子が、教えて くれるか らヾ よくわか る」と答

える。

下位の子供たちや、学習に参加 しに くい子供たちが、このような学習効果をあげることができたの

は、学習課題がよ く理解 され、自分の ものになぅてい たことは勿論だが、グループ仲間のお互いの

相互作用や、援助によることが実証でき、バズに取組む意欲を一段と強めた次第である。

害Jり を果すと考えられるが、 メモのとり方

Ⅲ 今 後 の 課 題 の訓1練方法と、 メモを生か した話 し方の指

(1)課題について                  導。

0認知 目標や、児童の実R_Bに 適切で、魅力あ   (3)評    価

る課題づ くりは、 どうあるべき。か。       0個 人思考の深 ま りの適切なとらえ方

0学習計画へ.の とり組ませ方。            実験中、あるいは、バズ以外の場でふと

低学年として、どの児童 も、学習計画を      漏らしたことばの中には、大切にしたい   =

自分な りに納得 して、 自分の ものとして      価値あることばが含まれてい る場合が多

感じてい くような指導、手だてのあ り方      いことを経験する。           3
42)バ ズの取り組みについて              毎 日の学習の中で、それ らをどうつかみ

0個人思考を確かにし、グループの話し合い      とり、残し、評価してい くか。

をより効果的にするため、メモが重要な役

4
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私の学校の子 ども:t自 己主張は割合に うまい

赫t儀人をかえ りみないという優向や形式に流

れ 心がともなわないで実践力に乏しいという

欠点がみられますら これらの久点を是正 し急変
して枠く社会に対応してねく力をつけるために
バズをとシ入れました

思いや夕の心を基盤にいつでもどこてでもだ

れとでもパズをさt お互がか互に癬きあ3と

共に暖かい人鷲:関係を育てようと考えて先づ生

活面にギズをとり入れて 3年間実装 してきまし

た。続いて昨年から人痛j関係を高めながらひと

多ひと多の学力をのばすと共に, めあてを持っ

て行動できる子を育てたいと考え 学習筵パズ

をと多入れ教育経営のコアとして「 対話を行動
へJと して松ます。

生活バズ (S45～ 47年)

学習バズ (348～ 50年 )

2 学習六ズの基本的考え:… :11

睡≡萱亜藝卜‐学習轟題の推擬―〔轟義璽曇l

ゴまとめて発表プ
ヽ _

ァ
の変|■■億講勲

。自分の考麦_を もつ

。友だちの考えをよくなく

・ 友だちのよ柩考え を自分の考え

に とり入れる

1考えを修上できる らけたし発表ふを基
~2「

1

イ同じとI= ちが うところ
"玉

い

える
。相手の内容 をうけて話す

・ 友だちの発表 とくらべて話す

家庭バズ (S45～ 50年)

本質の把握―嵐二一

内容の洗続一 ≠智、考の深化ヽ

舞ぱく
J

′〆
~~＼

を自に相
持分の手
つのせの

考る考
え え

｀｀`
ヽ ― /

/~~・k/~｀ く`
内 の内 記 かあ

容 こ容 録 え と
を とを の せで
整 ば白 仕 る読
理 で分 方  み
、` 1ン′ ヽ プ

〆

てあ るズ

行 て 力
動 を を

も つ

一

るか

る

わ

か

が

わ

な

が

づ

法

ま

想

つ
着

の
　
ら

習

考

学

思

友だちの考えを聞いて課駒 内容をつかむ

・ひとつの資料からいくつかの考>

いろねろな角度か らの考え を

学習のす じみちをたどる

〆再
~‐

卜をくふ 多する     :ヽ
。ヽ準習ム皇逸葛島il轟 し.～癖ピ:

||



3 本綾学習バズの間覇点

・ 発表のことばがよそいきのことばになり柔積な思考ができにくい。           |
・ 費

'■

1井スキ管ら一…う6+甲 :ポ 議´キ ‐夕■につ吐ハでの風バズlよ うとすろ
`,

|ちがった意見をみつけたり,自 分でちがった意見を考えようとしない。          |
◆自分の考えに友だちの考えを入れて,意 見をふぐらまそ うとしない。

導入バズや定着バズでは,生活パズでつけたパズカ
"、

転移できていると思われる力、単位時由の

山場である深めパズでは,転移できて棒る面があるけれこ 学習を難め,意欲的にと多くみ,学習
に活気がみなぎり,真理を進究しようという面では不十分だったといえる。

4 間騒 点 解決 の ため の試 み   :             ″ : _

lll 学習指導案の追求

本校では真に子 どもにわかる授業をめざした研修として指導案を毎月書ねて相互碁批判じあ
うようにして棒ます。その中■ 特に一時FE5の 学習の目標として何をおさえる″、 評価すべき
項 目は何力与 ということを明確rtし て授業にのぞむようにしてい唆す.

更に, 学習の 3つの節になってい る導入バズ .深めパズ .定着バズについて何をどんなにし
て何分闘などと,パズの観点を書き入れ,留意点のところにも, どんな手だてて学習させるか

お
　
一一、

を書〈ようにしていますら
糧 2年国語「 さ

(る
の手ぶくるJ        夢 、

本時の学習指導

○ 露標  子ざるの場画ごとにかわった表情とかじぞ多さんの表情とをくら、
気持のうつ多かわりのかもしろさを見つけることができる。

② 学習指導過程          :

子 ざるの

○

○ 評価  いろいろな角度 (色

佗ナ 朝のパズでの訓隷
ア. 時間プラン

6.本から落ちた子ざるのようすを

想像する。

あやまっている子

ぎるのようすが想

像できるc

をかかせ どうしているところ

の顔をかいたかパズさせたい。

（
〕
　

　

　

　

　

・^一

一一一・一
・一一一一・一一ｒ
一
一
一

一一一．・一・・・一一一

音 .デつ つヽら子ぎるの気持ちが想像できた
"、

・ 1週間のうち何回が訓1練 をくみこ亀
・ たのしい方法でするc    I
・ 知 らないうちに身につ くよう工夫する。

深め○ (P.B)2分
・ 子ぎるの顔の表1青

○子ギるになって動作化    |〇 ぉじぞうさんにもやまらせ子ざ|

なごやかな人難]関係 ヽ

下 位 翼 標 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

甕

C悪いことをすれば,ばちがあた

るというような葬 :1的なことは

かしつけない。

るの心情の動きをつかませた



パズが
'唆

くなるための要素表
′ どあ子もパズに参加:れ

ね ら い

「

「萎:
とらえて

自然なこ

とばで話

しあうふ :

猿

学 年 イ ン ト

4:5:

て,相手のいったことをまねる。

2.応答質問するΦ

響[:ちゴ
す
ひ

乙 主述のは,き りした文で話す

4.交互に話す。 ‐(かな じ時勘

5: 代表グルー プで話させる。

64前者の話をうけて交互に

'まく話をつづける。

ス
:,け

こたえの中に意 見や感想

を加える。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

・ 中学年以上は 4

1人 グル_プ

0他脅ダィレープの

を螢れる。

○

○

　

○

131 学習バズでの訂::績

■ パズが 多まくなるための要素表

れ ら い

2.資料から連想

・ 既習学習のことがら

学習課題がわ /J・ 夕意欲的に学習たと多くめる。

○

Ｏ

Ｃ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

○

○

○

○

○

○

○ ○

・ 課題にあったものを轟き義すこ

考える角度をみつける。

で.考えの根拠をtまっ きシさせ る

ために結論をめべあ とで理由づ

ける。 0正 しい文塑

・ 謝得力のある理由づけ

2.相手の内容をつけてつ ぎたし

発表をする。

3.友だちの発表とくらべて

・ 同じ考えを先に話す。

・ 異なる発表に,つる。

2.率蒻処を

もった発

表がで き

るも

る。   l     ・ ふじぎなこと

・ わからないこと

自分の考えをもちバィで練り考えを再構成L″ て発表できる。

・ 発表形式 をつか

う。

・ 話型を正 しくつ

か う。
●グルー プ発表 .

全体発表は々―

ルに したが うc

○ 1010

て

=:「導入バズ選

:~111:ミニ1lI11lIIIYl

鸞
|

響董警じだil賃ズ|

グルー プパズ

。能力の劣 る者か

ら発表

○

○

　

○

　

　

○

○

　

○

　

　

○

○ ○



イ.国語科てイメー ジを豊かにするための

手だて

図 2年  カー ドを利用して想像力を高
′ハろっ        |

発問Э
いっすんぼ多しはどんな子どもでした

静こ。

力  は

話す ことは

歩 く早さは

ウ,算数料了深唆
るための手だて

囲 4年 文章題の解き方

赤と青母かはじきがあ多ますこ
赤いかはじきの撃は青いお:=■ さの
ちょうど5倍でそめ差は 即二です。

赤と脊liそれぞれ何こあるでし上う。

問題を読むG

問題をうかむ。

わかっていることに  をひく。
わか らないことに をひぐ。

たずれていることに  をひく6

12, ノー トに短いことばでメモ   ‐

|||

O 線をひいた所やメモした所で0二 B:

(途中,教師の発言がなくても1各 自|

グループ学習がてきる。)  ●|

O 図 (線分図に力ヽく。)

○ 線分図についてGo B   .t i
( 同 上  )   :‐ :

解 く 答え
  ||

O 線分図と立式を関係づけてG.B I

③ 二年生から6年生ま■ 年,よ うな■|

年奪あった手だての表 をつ くっていま九

ｏ
働

②

一

一
．一
一一
一一一・・一
一一一
一

一一
一
一一

想像 して話させ る

発問○

小さい いっすんぼ多しは,友だちと

どんなにして,あそんでt/3た てしょうG

③  これ鮮 2年生の文学教材の手だてみ―

つです。このような手だての例を椰 くつ

も用意 して榛ます。

あわ りに

これらはささやかな実践の一例でザ。 バズ学習 をとり入れてからは子 どもたちが 自分で問題 を分

析 し,パ ズで自分の意見がいえ,課題を解決する力が次第についてきているように思います。  :
生活パズを基盤 と≒て学習バズに とり〈孔 実襲的研究 れまじめて一 年余 シて成果が挙っていな

い面が多いと層、います。今後このような具体的な書1練 をつみ重ねると共にさらに研究の輪を広げて

い こうと念しています。

０
０

一寸嬢、うしか者酔キ くヽ決ノ心をした気
|

持ちを読みとる。

主人公 の特色を本 でし らべ

る
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第 8回 「全国バズ学習研究集会

ひ と りひ と りが意 欲 的 に

取 り組 む た め の バ ズ 学 習

一 ― 中 学 年 部 T一

兵庫県竜野市立小宅

教諭 岩

絆
村

ひとりひとりの子どもが、学習課題に真正面

からぶつか り、思考の火花を散らした後、「わ

たしは、このことがわかった」「 ああ、や っば

・り私の考えの通りだった」などと、満足の声が

聞かれるようにな らたら一二。とは、すべての

教師の持つねがいであろう。

では、 このように意欲的に取 り組む構えとは

どのような構 えであろうか。

自分のわか らないことが

い える。

自分の考えを持つё

自分の考えに従って作業

する。 (書 く、話す、調

べるなど )

友 だちの意見を聞い て比

べる。

自分の考えや友だちの意

見か ら何かをみつけ出す。

校

喜代子

中学年は、態度づ くりの時期である。子ども

たちひ とりひ とりに、このような構えを育てる

ことに焦点をあてて、 バズ学習への取り組みは

どうあればよいか とい うことを考 えなが ら進め

てい る。

I 意欲 的 に取 り組 む基礎 づ くり

(1)バ ズグループの編成

0原則として中学年は 4人 グル‐プ (5人の

場合 もできる )で、 グループ内男女混合の

異質集団、グループ間はなるべ く等質にす

る。                          
「

0編成前に交友調査をする。

(2)みスノなが リーダー         ‐

0グループでの話し合いは リァダ∵が司会を

す る。 この役は グループの中で教科ごとに

分担を決めているので、だれ もが、何かの

教科で役を受け持 っているわけである。

(3)心の日で聞く構え

0話 し合いの基礎は人の話を心か ら聞 ぐこと

にめじ1ま

自分から求めて



か ら出発する。

。相 手の顔を見て、うなずいて聞 く。

0自分の考えと比較 しながらヽひとりひとり

の意見を大事に聞 く。

O聞 き取 った意見に対 して、質問やつけ加え ‐

ができるようになる。

“

)全 員発表の話し合いへ

0み スノなが聞いてい るか確かめて話す。

0グループの中では全員の意見 を出 し合う。

O「ここがわか らない」とい うことを大事に

する。

0全体の中では、発言の少ない子にゆずるよ

う|こ す る。

O話し合いの中心からそれない ように話す。

0グ ループで話す時と、全体で話す時の声の

大きさを考える。

(5)支 え合い、みがき合 う学級づ くり

0自 分たちで高まってい こうとする構えを育

てる。           [
0グループや全体で、朝の会や終わ りの会に、

.生 活面 。学習面の計画や反省をする6

0給食 。そうじ・ 係 り活動・遊 びなどの中で

人間関係が深まる。

Oグ ループロ記によりみがき合 う。

Ⅱ 適切 な る課題 づ くり

子どもは、学習課題を本時のねらい として取

り組んでい るしそれだけに学習課題の適否が、

子どもの学習活動 を決定するともい えるであろ

う。

現在、中学年では、教師が事前の研究である方

向をはっきり持っていて、全体計画の場で、子

どもたちの
｀
しらべたい こと、 ｀

問題だと思 う

こと、などをい っしょに考え合わせて設定 して

い る。

だから、教師の教材解釈の方向カミ子どもの学

習活動を左右するとい うて も遇言ではなかろう。

2

Ⅲ バ ズ学習への取 り組 み

「学習の主体は子ど もである」

教師 !ま 、ひとりひとりの子どもの可能性を最

大限にのばすために、いつ、どこで、どのように、

きりこめば よいかを考えて指導にあた りたい。

1主体である子どもは、

(1)学習課題をはっきり知る。

O「 さあ、はじめましょう」の声で、 さて何

をするの だったかと、あたりを見まわすよ

うでは困る。本時は何をどうして調べるの

であるとい うことを、前時とのつながりに

おいて、ひとりひとりがはっきり知ること

から学習ははじまる。

子どもにとっては、学習課題がねらいであ

る。

0学 習課題と共に、態度時なねらい もはっき

り知ることが大切である。

(2)ま ず、自分で考える。

Oグル~プ内で課題がはっきりわかってい る

か確かめる。

ひ とりひとりが、自分で学習に取 り組むス

ター トである。最初か ら差がついては、最

後まで行きづまることが多い。同じ不ター

トラインに並んで出発できるように、グル

ープ内で課題を確認してか ら作業にかかる。

0ひ とりひとりが問題を持 って。

ひとりひとりが自分の考 えを深めておかな

いと、みんな (グループ )の前へ出すこと

ができない。

0ノ ー トのまとめ方も工夫 して。

個人の深まりは、ノー トに表われて くる。

よりよい ノー トの使い方を工夫させて、考

えをまとめさせたい。節約時代でも、つめ

すぎないで、自分の考えや学習のあとが、

後から見て もわかるノー トでありたい。

(3)自 分の考えをグループでのべる。



0教科の リーダーが話し合いを進める。

O全員ができたか どうかを確かめて。

ひとりひとり思考にはちがいがある。それ

を同一にしようとするところに無理が生じ

る。ちがいがあ って当然であるとぃ う構え

を大切に して話 し合いをはじめる。

Oわからない ことは遠慮せずに。

りっばな意見が出てからでは、わか らない

ことは出しに くいものである。質問や疑間

は遠慮せずに早 く出させて、積極的な子や、

優秀な子の考えで、話し合いが流れない よ

うにす る。

この場でこそ、ひとつの目的にむか った、

きびしさのあ る、質の高い人間関係が育っ

てい くものである。

O問題点があれば、全体の話し合いに出す。

0どんな意見が出たか確認する。

0話し合 ったことは、 グループの意見 として、

交替で発表する。

(4)学級全体の中で深める。

0人の意見をよ く聞 く。

話してい る人を見て、 自分の意見と比べな

が ら聞く。

0グ ルァプで支え合って意見をのべる。

ひとりだけが話すのでなく、 グループの意

見として、つけ加 えたり、修正 したりして

支えあってのべる。

0対立する意見は大事にして深めさせ る。

0教育機器を活用する。

OHPや テープレコーダーな どの教育機器

を、思考の段階 。まとめの段階などに活用

して、子どもの思考を助ける。

0学習課題に対する結論をみつ けだす。

(5)学習結果の評価

0理解面の自己評価

ある時は、 グループの中での話し合いで、

またある時はt学習結果をノートに記録し

:て、本時の学習を自己評価させる。

これによって、課題に対して どれだけ理解

できた力)がわ力)り 、 はげみに もなるし、誤

っておれば、 フィー ドバックして考えてみ

る機会ともなる。

O態度面の 自己評価

本時・学習の態度時なねらいか ら反省 して、

グループまたは個人で自己評価をし認知的

なことと共に向上をはかるよう努力 してい

る。

このように、学習は自己 とのたたかいである

ことを子ども自身に自覚させて、一時間、一時

間の学習を、充実 したものにしたい と心がけて

いる。

丁方教i師 自身 も、子どもの反応か ら課題の適

否ほりさげ方の工夫 教育機器の活用など、指導

面についての自己評価をしつつ取り組みを進め

てしヽる。

Ⅳ
・

実 践 例

(小 学国語 4年 上 飛 びこめ 光村 )

11時間計画の第 6時の取扱いの中から

(1)目    標

認知的目標  °

Oぎりざりの場に追いこまれて、むすこを助

けるために とった父親の行動の中にか くさ

れた子どもへの愛情を読みとる。

R_8度 的目標

0人の考えをよく聞いて、自分の考えと比べ

て話そうとする。

(2)本時の学習課題

父親がぃ きなりむす こに鉄ぽうを向けて、「海

へ、海へ飛びこむんだ。 うつぞ」と、さけん

だのはなぜだろう。

(3)発    間

① その ときとは、 どんなことがあった時で

しょう。



② 「海へt海へ………。うつぞ」と、さけ

んでtヽ る父親はt何を考えて、どんな顔を

しているでしょう。 (ク
ニト)

③ その時t少年は、どんなことを考えてい

たでしょう。           '

④ 父親の「三」のさけびといつしょに、海

へ飛びこんだのはなぜでしょう。

⑤ わかったことをまとめましょう。

に)児童の活動例

<発間②によるグループでの話し合い>

い るおどうさんは、何を考えて、どん
|

な顔をしているか言って ください。  |

わたしは、このお とうさス′は心配そう

な顔をしてい ると思い ます。それは、

どうかむすこが助かるようにと心の中

でい っしょうけスノめい祈っているか ら

です6

ぼ くは、 どうしたスノだoそ ス′なところ

へ上がってと心の中でしか って、。何と

してで も早 く助 :す たい と思 ってい るか

ら、真aljな 顔をしていると思います6

ぼ くもい っしょや。船長は少年がさる

をおいかけたことを知らないで しょう。

だか ら、 どうしたスノだと真剣な顔でい

ると思います。早 く助けなければとい

うことで、頭がい っぱいだと思います。

やあ、ごめス′。ぼくが先に言うてしもた。

わたしは、C2さ ス′と同じように、今む

す こが高い ところにい るスノで しようo

だか ら、たいヘスノだ0お ちたら死スノで

しまう。早 く助けなければと思ってい

るか ら、心配そ うな顔をしてい ると思

います。

C2そ したら、おとうさんの顔は、心配そう

な顔と、真剣な顔の二つに分かれたね。

どらちもほん とうのことやからそれで

よろしい。
t

男対女みたいになってしもたな。

おとうさスノの考えていることは、むす

こを早く助けたいとい うことで頭がい

っぱい とい うことでよろしいかな

よろしい:

こス′どは、C3君がい う番ですよ。

このように、 グループの中では、ひ とりひと

りの考えが気軽にはき出される。 この場で個人

の行きづまりが解決 されることもあるし、解決

できないことは、問題点として全体の話 し合い

の場に持ち出される。

<発間④による全体での話し合い>

T 何のことや らわか らないでふらふらし

ていた少年が、父親の「三」のさけび

といっしょに飛びこん だのはなぜでし

ぼくたちの班は、少年が助か りたい と

しヽ う気になってい たとい うことと、勇

気が出たか ら飛びこスノだと思います。

おとうさスノがい つたので、何のことだ

かわか らないが飛びこス′だのだとい う

ことに決まりました。

ぼ くらの班 も同じことです。

私たちは二つの意見に分かれて、お と

うさんが「三」と大きくさけスノだか ら

とい うのと、 もう一つは足が もちこた

えられなか ったのだろうとい うことで

す。

おとうさスノの助けようとしている気持

ちが少年にわかったからだと思います。

わたしたちの班 もG5と 同じです。

つけ加えて、おとうさスノの F三」とい

Ｃ

　

Ｃ

Ｃ

　

Ｃ

Cl

伽
　
Ｇ４

Ｇ

　

Ｇ
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G7

伽
　
軌

う声を大きくしたからわか ったのだと

思います。

少年 も助か りたいと思 っているし、飛

びこむより方法がなか ったと思います (

ぼくたちの班 もG7と 同じです。

それはちょっとおかしいと思います。

方法がなかって「三」といっしょにど

うして飛びこんだんですか。

それは、おとうさんの声に元気づけら

れたんだと思います。

それだったらわかります。

質問があります。Glに 尋ねますが勇気

を出して飛びこんだといいますが、勇

気を出したらいつでも飛びこめるスノで

はないですか。

それは、おとうさんが「三」といった

時に少年の勇気が出たんです。何も言

わない時には勇気が出なかったんです。

わかりました。

おとうさんの「三」とさけんだ時の気

持ちが、少年の心にび―んとひびいた

のでしょうね。

V実 証授 業か ら得 たもの

(1)新 しい気分で取 り組み

0新 しい グループ編成

04年 2組  34名
●ソシオメ トリック、知能偏差値、学力偏差

値、男女の人数などか ら考えて大体平均し

た 8グ ル∵プを編成する。

O新 しい教材

04年 2学期  12月 教材 説明的文章

「 方言と共通語」

・ 新しい本を配布してす ぐに実施

(10月 17日 ～ 10月 21日 )

●6時間取扱いであるが、実証授業の関係で

5時 間に短縮して取扱 う。

0新 しい教師

・ 学級担任でない他学級の教師が指導。

0担任は実証授業については何の指示 も与え

ない。

・ 5日 間連続第 2校時に授業をする。

O教材の共同研究

・ 中学年部で分担 して立案し共同討議をする。

(2)調 査 内 容

0認知目標に対する理解度の分析

0学習に対する満足度 (参加度 )の 分析

。ソシオメトリック関係の分析

0社会相互作用の分析

(3)調査結果からの問題点

①理解統計から

Ｃ

　

Ｃ

G7

C2

T

このよ うに して、 グループでの話し合いを全

体の中で深めている。この時の意見の対立や、

誤った考え方な どで、学習意欲が もり上が り、

学習に一そう深まりができることがよくある。

<A・ Bo C位群別>

集

団

知 的 能 力 事前テス ト 事後テスト 進 歩
進 率

把 持

テスト知 偏 学 偏 平 均 得 点 Se D 得 点 S.D 塁塁 S oD

A 62.7 60.6 61.5 59。 5 12.6 93 6。 ◎ 32.9 15.5 79,◎ 93.2

B 57. 1 48.2 52.7 37. 4 16.5 84 11.5 46.3 14. 1 75。 4 83.9

C 45。 9 38. 2 42 3 24.5 8.6 69 15.0 43.9 14.7 58。 3 74。 1

5



<グループ別>

グループ
知  的  能、 力 事前テスト 事後テスト 進 歩

進率
は 持

テスト知 偏 学偏 平均 SeD 得 点 S.D 得 点 S.D 量 S.D

56.3

52.5

55  '

52.5

53.8
56.8

57. 4

56. 3

46. 5

47. 8

47. 0

51.5
51.6

52.0

48.2

45.8

51.4

50。 1

51

52

53

54.4

52.8
51

8.2

10.5

6.0
4.3

13. 6

7.1

10.4

2。 9

27

48

40

47

50

44

32

34

6.0

20.3

13.6
14.8

19. 8

22.1

24. 0

9.7

79

82
88

81

94

82

79

66

14.5

14.3

719

5.7
7.3

10. 4

18.6

16.8

52.5

33.8

48.

34。 3

43.6

37.3

46.8

31.5

11。 9

15.0
9。 1

12.1

16.2

13. 6

13.1

13.8

72.3
67. 6

81. 8

63.8
87.5

67. 5

73.9

48.8

83

85

92

89

89

85

82

63
平 均 55。 1 48.6 52 8。 9 40 18.5 83.2 15.0 41.2 鋤.4 71,0 85.7

。事前・事後のテストの進歩量はBCA群 の順にのびている。

Oc位群の進歩率の低い ことから、基礎能力や、取 り組ませ方の問題を考えさせ られる。

0事後 テストより把持テストの方が向上しているのは練習の効果であろう。

Oグ ループ別に見ると、 8班の向上が悪い。 これは、集国内がどん ぐりの背 くらべで、 リーダー的な

子がいないことが原因してい ると思われる。

<学習に対する参加度の分析>

。C位群の参加度が低い ことが気になる。       そこで 4日 目に R_8度 的目標を変えると、子

・ 説明的文章教材で、課題が論理的に深め ら     どもの構えが うんとひきしまってきた。ま

れ るので、消化しきれない ものが残る。      た、教育機器を活用 したことで下位集団の

●5時間内におさめようとした無理。        構えがかわってきている。

0中 学年は仲間意識が育つ時期であるが、 グ    以上、実証授業の問題点に焦点をあてて考え

ループ編成直後は競合意識が働き、自他共   てみた。

にきびしく評価をす る傾向がある。それは

お わ り にC位群の進歩量は相当あることから見て も

わかる。                   毎時の学習に、子どもの思考が脈うち、ひと

0ち ょっとしたことが、子どもにひびく。     りひとりが全力投球 している姿を夢みつつ も、

e19日の SeDが悪ぃのは、課題が少 しむつか   バズ学習に取 り組んで 日も浅 く、多 くの問題点

しかったこと、 3圏 目で響‖れが見えたこと、  を持っての実践である。

教師 も疲れ気味だった上、運動場のマイク    よろしくご指導いただいて、これをひとうの

の音で気が散ったことなどの悪条件が重な   節 と して一段高まりたい と願っている。

ってい る。

6

項 目 群

17 日 18  日 19 日 20 日 21  日 平  均

参加度 8.D 参加度 S.D 参加度 S.D 参加度 Se D 参加度 S.D 参加度 S.D

課題に対し

Ａ

Ｂ

０

6“
558
273

261
310

3騎

6"
727
30

271

238

a14

609
683

3鍵

389
ユ 38

436

52
57
7量

2鬱
289
2轟

34
58
34

&鑢

341
290

ユ

“603
3綺

3鑓

3響

322

プ

し
レ一
対

グ

に

Ａ

Ｂ

Ｃ

509
4.83

273

1,31

■46

246

501
4.82

203

1.31

240
1.93

4.る

3"
209

327
4。 15

292

38
4。 3

1.8

222
1.“

1.85

33
37
22

234
■9
223

4.鑢

427

214

209
2錦

2鋤

仲間に対し

Ａ

Ｂ

Ｃ

5“
6あ

482

271

286

343

a82

759
337

3′44

342

363

6.27

767

282

301
4.43

a』

65
8

27

4.42

283

4.%

56
72
35

al
329

475

a17

7認

344

374
3%
4.る

教師 :こ対 し

Ａ

Ｂ

Ｃ

4.45

483
26

1.23

312
261

4.0

525
30

■76

L12

217

a55
0″
Lう

311

739

319

39
48
28

2磁
■50

■94

30
35
27

217

2“

214

358

374
230

2偽

3y
22



G7

Ｇ

　

Ｃ

う声を大きくしたからわか ったのだと

思います。

少年 も助か りたいと思 っているし、飛

びこむより方法がなか ったと思います (

ぼくたちの班 もG7と 同じです。

それはちょっとおかしい と思います。

方法がなかって「三Jと い っしょにど

うして飛びこんだんですか。

それは、おとうさんの声に元気づけら

れ たんだと思います。

それ だった らわか ります。

質問があります。Glに 尋ねますが勇気

を出して飛びこんだといいますが、勇

気を出 したらいつで も飛びこめるスノで

はないですか。

それは、お とうさんが「三」といった

時に少年の勇気が出たんです。何 も言

わない時に
`ま

勇気が出なか ったんです。

わかりました。

おとうさんの「三」とさけんだ時の気

持ちがt少年の心にび―んとひびいた

のでしょうね。

V実 証授 業か ら得 たもの

(1).新 しい気分で取 り組み       
― :

0新 しい グループ編成           |
●4年 2組  34名

・ ソシオタ トリック、知能偏差値、学力偏差

値、男女の人数などか ら考えて大体平均し

た 8グ ループを編成する。

O新 しい教材

04年 2学期  12月 教材 説 明的文章

「方言と共通語」

・ 新しい本を配布してす ぐに実施

(10月 17日 ～ 10月 21日 )

●6時間取扱いであるが、実証授業の関係で

5時 間に短縮 して取扱 う。

0新 しい教師

・ 学級担任でない他学級の教師が指導。

0担任は実証授業については何の指示 も与え

ない。              |
05日 間連続第 2校時に授業をする。

0教材の共同研究

・ 中学年部で分担 して立案し共同討議をする。

(2)調 査 内 容

0認知 目標に対する理解度の分析

0学習に対する満足度 (参加度 )の 分析

0ソ シオメトリック関係の分析

0社会相互作用の分析

(3)調査結果からの問題点

①理解統計から

Ｃ

　

Ｃ

G7

C2

T

このよ うに して、 グループでの話し合いを全

体の中で深めている。この時の意見の対立や、

誤った考え方などで、学習意欲が もり上が り、

学習に一そう深まりができることがよ くある。

<A・ Bo C位群別>

集

団

知 的 能 力 事前テスト 事後テスト 進 歩
進 率

把 持

テス ト知 偏 学 偏 平 均 得 点 Se D 得 点 S.D 三塁 S eD

A 62.7 66.6 61.5 59.5 12.6 93 6.0 32.9 15.5 79.0 93.2

B 57. 1 48。 2 52.7 37. 4 16.5 84 11.5 46.3 14. 1 75。 4 83.9

C 45.9 38. 2 42 3 24.5 8.6 69 15.0 43.9 14.7 58.3 74.1
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<グループ別>

グループ
知  的  能、 カ 事前テスト 事後テスト 進 歩

進率
は 持

テスト知 偏 学偏 平均 SeD 得 点 S.D 得 点 S.D 量 S.D

56.3

52.5

55  '

52.5

53.8
56.8

57. 4

56. 3

46. 5

47. 8

47.0

51.5
51.6

52.0
48.2

45.8

51.4

50。 1

51

52

53

54。 4

52.8
51

8.2

10。 5

6.0
4。 3

13. 6

7.1

10。 4

2,9

27

48

40

47

50

44

32

34

6.0

20.3

13.6

14,8

19. 8

22.1

24. 0

9.7

79

82
88

81

94

82

79

66

14.5

14.3

7.9

5,7
7.3

10.4

18. 6

16.8

52.5

33.8

48.

34.3
43.6

37.3

46.8

31.5

11.9

15.0

9。 1

12.1

16.2

13. 6

13.1

13.8

72.3
67. 6

81. 8

63.8

87. 5

67.5

73.9

48,8

８３

８５

蛇

絆

８９

８５

８２

６３

平 均 55。 1 48.6 52 8.9 40 185 83.2 15。 O 41.2 20.4 71.0 85。 7

0事前・事後の テストの進歩量はBCA群 の順にのびている。

OC位群の進歩率の低い ことから、基礎能力や、取 り組ませ万の問題を考えさせ られる。

O事後 テストより把持テストの方が向上しているのは練習の効果であろう。

9グ ループ別に見ると、 8班の向上が悪い。 これは、集国内がどん ぐりの背くらべで、 リーダー的な

子がいないことが原因してい ると思われる。

<学 習に対する参加度の分析>

OC位群の参加度が低い ことが気になる。       そこで 4日 目に態度的目標を変えると、子

・ 説明的文章教材で、課題が論理的に深め ら     どもの構えが うんとひきしまってきた。ま

れるので、消化しきれない ものが残る。      た、教育機器を活用 したことで下位集団の

05時間内におさめようとした無理。        構えがかわってきている。

0中 学年は仲間意識が育つ時期であるが、 グ    以 上、実証授業の問題点に焦点をあてて考え

ループ編成直後は競合意識が働き、自他共   てみた。

にきびしく評価をす る傾向がある。それは

あ わ り にC位群の進歩量は相当あることから見て も

わかる。                   毎時の学習に、子どもの思考が脈うち、ひと

Oち ょっとしたことが、子どもにひびく。     りひとりが全力投球 している姿を夢みつつ も、

・ 19日 の S.Dが悪いのは、課題が少 しむつか   バズ学習に取 り組んで日も浅 く、多 くの問題点

しかったこと、 3日 目で場‖れが見えたこと、  を持っての実践である。        1
教師も疲れ気味だった上、運動場のマイク    よろしくご指導いただいて、 これをひとつの

の音で気が散ったことなどの悪条件が重な   節 と して一段高ま りたいと願っている。

っている。
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項 目 群

17 日 18  日 19 日 20  日 21  轟 平  均

参加度 8。D 参加度 S,D 参加度 S.D 参加度 Se D 参加度 3.D 参加度 So D

課題に対し

Ａ

Ｂ

Ｃ

5“
558
273

261
310
3弱

609
7η
30

271
2露

314

609
583

3鍵

389
338
436

32
57
71

2酵
289
2鋳

54
急8

34

3盤

341
2鍵

駄

“603

aぉ

3鑢

3磐

322

プ

し
レ．
対

グ

に

Ａ

Ｂ

Ｃ

509
4.83

273

1.31

■46

246

501
4.82

203

1.31

2欝
L93

4.る

&能

209

327
4。 15

292

38
4.3

1.8

222
1.“

1.85

33
37
22

234
■

"223

4縛
4。 27

214

209
233

230

仲間に対し

Ａ

Ｂ

Ｃ

a磁
aる

482

271

286

a43

682
759
337

3`燃

342

363

a27
767

282

301
443

619

65
8

27

4.42

283

4.郷

急 6

72

35

51
329

475

a17

7鉢

344

374
3“

4.る

獅 に,対 し

Ａ

Ｂ

Ｃ

4.45

483
245

1.23

312
261

4.0

525
30

■76

L12

217

355
Q盤
■6

311

739

319

3.9

48
23

2磁

■50

■94

30
35
27

217
2“

214

358

374
230

206

37
22



第 8画 全国バ ズ学習研究集余

焦 圏課題 解 決 に関 す る研 究

愛知県豊川市立国府 Jヽ 学校

教 論  小  島  毅

l 主 題 に つい て

「 課題のないところには学習は存在しない二という学習の原則にもとづいて,教科の論理と子

どもの思考 との関係性を予想して,教材を精選し,適切に構成,提示の方法を考えることは学習

効果を高めるために重要である。

これまでバズ学習研究 グループの名の もとに各地で課題提示の方法, グループ構成の仕方,課

題解決ス トラテジー (課題への取 り組み方 )と いった小集団による課題解決の有効性を決定する

いくつかの要因について実験的検討が積み重ねられている (滋賀県五箇荘小学校における実証授

業はその一例 )。 それ らの結果か ら,

0児童生徒に適切な課題を提示し

・ 各自短時間取 り組ませ

●グループバズ, さらに

・ 学級全体 を解決 l・ Cあ たらせる

という方法の有効性について見通しを持つことができた。私どもは48年, たまたま塩田先生の

ご指導を受ける機会を得て, この実証授業を試みた。そこでその具体的な方法フ結果と考察,授

業者の所感 を述べ,提案にかえる。

2 課題の構成,提示の方法

・  第 1の 方法 (仮称 A案について )

学習が始まる前にいきなり解決目標としての問題を与える (課題に見合 う問題 )。

これ らの問題を解決することが本単元の目標であることを告げる。

さらに毎時限の解決課題 をつかませ, 2時限以降 fま 計画に従ってバズち インターラクション

を展開させるc

この方法によると何をどのように学習してい くかというステップがはぅきりし, モティベィ

-1-



ションを高める効果ん霧鋸待 され る。

鬱 第 2の 方法 (B案 )

単元全体の学習躍標は明 らい l・
3_さ れず,毎時間の獨標のみが提示され るとぃぅスモールステ

ップぼ購成で, 一般的におこなゎれる方法である。                     ル

e 第 3の方法 (c案 )

一斉学奮法による指導業でおこをし、 AeB二 案との効果の相違を比較検討する教師中心講

八式授藁

A機 懲露案ξ戚等質 男 e女各 o名 の 4入 グル・―プを続制 偏差値上下各 2,集国内異質

岐 綾 者  小 5 4学 紙 158堪   算数料

課   題  ∬ を使って,影ともようの 2単元 (7時限 )を ともに 5時限に精選,再構成

織み合わせ        A  B c
比較条件そなるべ く一定 llcす るためローティシ∬ を使って 与4 2 3
ョンを組み同 畷,こ 同一指導案で実施した。

形 と 横 様 ら3 1 4

指 導 案  ″ を使っての実証授業 f戚 教師の不優れ らゎって意図どぉ り展開されなかったさら

いがある。端的に言って規例でしゃべ りすぎた機管形と横様についての展開例を

経介す る舎

ヅ 実 証 援襄 指 導 計 藝  A

単   元    形 ともょぅ

爾  標

轟知鋳 l.も ょう,紋薫など勢襲った影を, ずらず,回す,折 り返すなど勢操作を取 り入

れて考察す る。

2.直線につけて対象な形の意味 と基本釣な性質な理解させ,図形を考察す る能力

を伸ばず。

3。 回転 とい う操作勢上く立って,点について対象な図形の意味と,基本的額性質

を理解させ,図形を考察する嚢力を伸ばす。

態度約 1,個 人でじっくり考える態度を養 う。

2.グ ループの学習に全員が協力して参加する態度を養ぅ。

S.ク ラス全体の話し合いでも積極的に参加し,ま だ相手の発言をよく聞 く態度を

養 う。

指導計画   第 1時限  学習単元全体の見通 し              P9o～ 97
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第 2時限  直線について対象な形

用語 (線対象,点対象 対象の位置にある図形 )   P91ん 92

線対象の基本的性質

第 3時限  点について対象な形 (1)            P93～ 94

図形を点のまわ りで回転させ位置の変化をみる。

用語(点対象 対象な位置にある図形 )

第 4時限  点について対象な形 (2)            P94～ 95

点対象図形の特徴を認めさせ るc

点対象の図形を書かせ る。

点対象図形と線対象図形の関連をみる。

第 5時限  全体のまとめ

指 導 案   第 1時限

目 標  学習単元全体の見通しをたてる

展 開

(1)P97 練習問題①に取り組ませる。

(問
題での発間中線対象等の用語の意味,1不 明なはず, これか らの学習fま この意味を明

)
らかにし,解けるようにすることを指示

(2)さ らにこれらの概念を習得し,図形の考察に役立たせることが目様であることを示す。

(3) P90  しヽろしヽろなもよう

図を見ていろいろな図形の特質を考えさせる(バ ズ )個 人指亀

(I』 l貫霞属fiCTtt」量血逼[に置[撃曇ムふ[響「
°但し'対象と言う用語は

)

(4)教科書に沿って毎時の目標提示

第 2時限 KP91 ① を 提 示 線対象,対象の軸を知ら。

KP92④ を考えさせ 対象の位置にある図と,特質がわかるょう,Cすること。

第 3時限 KP94 ①の後半を考えさせ 点対象を学ぶことc

〃 ③    〃    点対象の位置にある理

第 4時 il■ XP95 ⑤の問題から点対象の特質を知ること。

第 5時限 全体のまとめ わからないところを話し合う。

得)こ れからの学習鐘個人で考え, グループバズ,全体バズてゎからないところを調べていく仕

方をすることを説明

(6)今 後の学習の仕方につけて再度バボで確認

(7)教師のまとめ 計画の再確認

… 3-



第 2時限以降 ～ 第 4時限

第 5時限

本時の学習目標 (前 時の復習を含む )5分

課題提示 一―個人思考 ―Tグィレープバズ __全体バズ ーー まとめ

(5分 )

練習問題 (個人で20分間 )――問題の解答,解説により単元全体

のまとめ (教師が申心に進め能率をあげる )

期

実施 の手 続 き

事前事後調査

′́1~~遍
‐…

闘
｀

1974。 1.21--2。 16

J~曇
~｀ ｀``ヽヽ、、

級ダ)プリテスト

4ス テップ

4頃爾

56点満点

ソシオメトリック

｀
｀

｀ ヽ l′
´ α

(形)プリテスト

11項目

78点満点

0分 ポストテスト ~~
プリと同じ

プシオメトリック

グループ編障ll

-4-

‐一́ち轟テ1ト (珍機

錦

8霜
96点満点

プリと同じ

(″ )転移テスト

6項目 18点満点

朝つポス ト

ソシオ

効果の測定結果 (名大心理学教室提供 )

(1)認知的側面について

M――平均点

進歩率

ば
　
ス

墨
７
　
　
テ

差

最

偏
　
ζ

麟

一
壌
亀

Ｄ
　
歩

Ｓ
　
進

り数値が少 ないはどよい。

卜)× 100

″ を 使 て 形  と  も  ょ  ぅ
プ リ

テスト

ポスト

テスト

把 持

テスト

転 移

テスト
進歩率

プ リ

テスト

ポスト

テスト

把 持

テスト

転 移

テスト
騨

Al
M 15。 18 42.07 45、 48 10。26

A2
M 轟D.57 58。

「 ⑫ 54ぅ92 67。04
49SD 11,47 11.84 11.70 3.67 SD ll.3盆 11152 12.93 17.20

A4
M 15。 ◇4 39。21 3921 8.58

55 A3
M 27.76 58.21 60.14 75,75

SD 13。幸2 13.27 14。44 4.46 SD 1305 14.24 9.26 16.76

32
M 15。53 30.66 34.03 7.03

37 Bl
M 32.55 60.53 63.85 71.70

62SD 12.23 12.44 14。08 4326 SD 14。92 15,43 12.06 18,48

C3
M 14.45 43■ 2 44。45 9.42

69 C4
M 30。 94 58.11 59.38 67.74

58SD 10。66 13.63 13.32 4.57 SD 11。42 10e15 11。05 21.48

満 点 56 18 満 点 78 96



鬱)態度的dlJ面 について (参 加度調査 )

″ そ 使 て 形 ‘ル
ヽ よ

猾 鞭

A
M 7。57 0。92 10.29 0,36 10.46

A
M 9.68 9。97 10。③O l① .95 10.47

SD 豊。41 1.77 1。54 1.87 1.48 SD 226 2.03 2.38 1.52 1,90

A
M 9933 10.13 10.42 10.22 11.45

A
M 8.54 10。 43 16.20 10。22 0.75

SD 1き57 1。S量 1。98 1,96 0.66 SD 2.11 1.80 1。70 1。82 1.55

B
M 8,97 0.91 10.09 10.06 10.53

B
M 9。 7鬱 g。35 9逮 ⑬ 9。00 9.58

SD 1.95 1.89 1.67 2.00 1.87 sD 1,45 1.71 1.50 1.92 2.11

C
M 10.42 10.36 9.99 10。 36 10.06

C
M 8.45 9。 38 9.45 9.31 921

SD 1.16 1.20 203 1.68 1。71 SD 2106 2.33 1.95 1.63 2.18

(3)社会的纏互作用 (発言量,内容 )

全 体

A
a十 遂 悪,「 6 7.14 8.57 4二 4 5.29 0.20

btt c 34。00 裏3.00 67.86 29.43 57.14 46.29

A
a+d 4.4忠 3。86 7.00 5。00 6.57 5.87

btt c 35.86 45。③◎ 61.14 47.14 67.00 51,23

B
a■―d 8惑 0 11.00 10.04 3.20 6.OO 7.18

btt c 74。①の 47餞6③ 3の 。重0 34。40 67.8◎ 50.80

a― 独言

b―一課題解決 FFC関 する意見フ説明

c一一課題解決に関する模索進行

d― 情緒的発言

att d中―集団課題解決を妨げる発言

btt c‐― 集団課題解決を促進する発

言

む 参加度調査は15項 目 (課題,学習活動ち グルー・プ成員》 クラスの仲間,担任の数師に対ず

る態度 )で構成, c指導案で l・

「
グループの成員に羹する項目は除かれるので,共 通な 6項 目に

ついてハイ ー 2点, イイエ ー ○点を与えた。

。 社会的な相互作用については, AOB両 案 ともグループバズの過程にぉぃて発言量,内容を

チ轟、ノクリス トとテープレコーダーにより観察記録
`心

理学専攻学生,大学院生担当 )実数は

平均発言量

6 結 轟 颯 考 察

e 霧和 48年五箇荘小学校が実施されたのは,い わゅるA案0み にょるものであるが,本校 fよ

A, B, Cの三形式で実施ン認知 鬱態度の画面について比較,評価 を試みた。

・  結論か らいうと,認知的側面につけては期待する程の結果が得 られなかった。 ζ表 1)

但 し, 潔″ を使って "に r)ぃて, 5の 1, A案 のときよい結果を得たことか ら相応の効果が

認められる。
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進歩率については五箇荘小よりかな りl_Eい 結果になっている。 これは学年差,訓練差,教材

の難易,子 ども,教師 ともに能力差がはっきりあらわれていると考え られる。殊にA案による

有意性がみ られないのは, 授業者の本案に対す る理解,経験の低 さによるものと考えられる。

さらにはクラス。のふんい気 担任教師のパーソナリティー等の要因がかなり影響していると言

える。

・  態質的側面については,全般に両単元 とも徐々ではあるがA指導案において参加度の増加傾

向が認め られるc Bc,特に Cに おいては始めか らはとん ど変化がみ られない。 この結果は予

燎とはば一致してお り,従来の結果 とも同じ傾向にあると言える。学習 目標を明 らかにす るこ

とが動機づけにかな りの効果をもつと思われる。 (表 2)

0 社会的相毛作用の調査 (表 3)に ついては,(b tt c)の発言内容が全体の発言のなかで ど

の程度を占めているかが一つの目安となる。しかし,結果は大きな差は認め られなかった。但

し, A案において第 ]時 と第 3時の間にかな りの差がみ られる。 B案では逆になっている。 こ

の ときAは 初経轟  Bは Aを経験ずみ。

0 家庭学習の関係についても調査してみたが大 きな影響は認められなかった。

攀 48年 の冬体み以降約 1か 月余の間,多忙を極めたが率直に言って今までのどの研究よりも

有効であったと実感している。例えば ,

1.子 どもを集中させ得ること

2。 中低位の子どもを伸ばし得ること。話し合った方がよくわかると言っている。

3さ グループ意識がだかま り友情が育つこと(バ ズのよさ )

4.教師が教材研究を十分 l・ Cじ 精選した課題を与え得 ること

5。 教師 も見通しをもら得ること

0 今回のような大がか りな実験は常時できないが, 一つの単元を扱 う場合プリ, ポス トの両調

査は評価のため是非必要である=今年度塩 田先生のご紹介で参観者あ り, 6月 25日 , 6年 ,

正比拠の教材 を5時間に構成し, その第 1時 をみていただいたcプ リテス ト54点,ポ ス トテ

ス ト93点 を得 たことから自信 を深めている。

0 他教科の指導で もこの方法は適用できるし, またそれが望ましいと考える。

・  教材と子 どもこ教師の関係性の深まりを探 るところ(停 授業の倉J造 がある。 こう考えるとバズ

学習,学 び万学習,何々学習と言っ rこ 一連の流れは,支流か ら本流へと統合しつつあるのでは

ないだろ うかと考えさせ られ rこ。

-6-
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翼日‖
=日

出|=‖麟:‖ 〈‖
=回

‖<‖端属|卜 :‖ Jl日 11搬 J‖喘川‖4111薔 ¶卜J‖《電:期 ‖鶴111‖

=日
)<日 :属 111卜《

=卜
J‖<口 |口 |卜 JI‖ Jl日 1日 |卜《卜

=‖
|‖ 11卜 J‖日日‖<H‖ ‖111‖ 11卜 1+日‖端田1冒出JI‖〈‖HI出‖《‖‖卜縫

雛 八 国 バ ズ 学 習 残 究
一人
〓

集

ゑ

テ ーマ に よせ て

子どもたちが、深 く読む とい うことは最初

とらえた考えか ら、何 かを契機 として、考え

を変容 したり新 たな疑間 を持 って、 も9-度

読み直し新 しい話 の意味 を創 り出したこと

であると考えるならば、その「何 かを契機と

して子 どものかをゆさぶ り得 る.も の。』それ

の発見こそ私たち教師 に与え られた大事 な課

題ではなかろ うか。

そこで私は、 この読みのかのゆきぶ り(思

考のゆうぶ ク》を、子 ども自身が発見 して行

く課題追求の中で実践 しヽその学習の中心で

あるパズ学習を通 して見出し、国語学習に於

ける、ひと,い とりの言語活動の多様 を育 て、

生 きて働 くた くまし輸力となシ得 るよう願 っ

てきたのである。

魏顆瘍滲鯰け た予 鶴

粽 文 追 求 を バ ズ 攀 習

滋賀県神崎郡五彊荘膨ヽ学校

― l―

枝

わたしたちが、物事を考えたり、読んだり、

論 じた りする場合、どのように系統だてるか、

論理的な読みと夕方、話し方に随分苦労する

ものである。ところがそのような論理的・系

統的な考え方や話し方から得 た結論に対し、

無条件に したがっていき易いのが普通である。

特に子どもの場合「 このように読みました。J

「 だからこぅこっです。J「それでいいので

す よ。」とスラーといくやり方は、知識の伝

達 (認知 )の みが大きなウェイ トを占めて、

1/1ん とうに子どもの血となり肉となっている

ものは少ないのではなかろうか。子どもの読

み とりがゆきづまり、つまづ き、もみにもん

だ考え方や話しあいの中に、子どもの心の中

に忘れなことので きないゆさぶ りが生まれ、

読みの深唆りができるものと確信するのであ

る。



読み の心 をゆ さぶ る課題 づ くり

ひとりひとりの読みによる問題意識が共通の学習課題 として成立 してくるということは、ひと

りの問題であったものが学級のメンパーひとりひとりによって、個性的にとらえ られ、わずかな

ずれを生み出しながら、グループの中に広 まり、問題追求の糸目が具体的に把握され読みを深め

る重要な手だてになると考えるのである。子どもが第∵次の読みによりゆさぶ られた問題が基定

となって互いにゆさぶ りあいなが ら読みの深 まりを学習 していこうとするのである。

上記の ようにして選定 された共通課題の追求がすべて学習の目標に到達 し、読みのひとクだち

に役立つかと考えるといささか疑問も残るもそこで、わたくしは、子どもの予想されるFn5題 も含

めてあらかじめ立案 し、子 どもの問題と如何なるくいちがいがあるか、 どこに子 どもの問題の欠

点があるかを見きわら、「 先生 も調べて行きたい問題があるのよι」と教師 も全体の中で子ども

と一緒に提案 して、 もれなく学習課題が成立するよう心がけている。

二 2-

階段第 第 二 段 階 階段第

個別的に問題が出される。

5Tl「鷺霞111夏 :∫

検
 理彰象言I[奪讐裏 環霊霧

|

・ あらす じをとらえるために

必要な語や文にサ イ ドライ

ンを引 きなが ら黙読するc

・ サイドラインを中心に、何

時、どこで、だれが何を し

たのかの観点で語や文を読

み分け構造図を書 くι

文章全体にわたって、心に

残ったことt疑問rc思 うこ

とを書 く。

自分の学習問題を書〈。

力ニ ドやシー トに自分の問

題を書 きグルー プの話しあ

いに出す。

・ 各個人から出た問題をグル

ー プで類別 して、自分の学

習していきたい根拠を話し

合 う。

・ 主流問題を決める。

・対立Fpl題 も大事に残 してお

く。

・ 各グループから、主測問題

を出す。

(ひ とつに限 らない )

・ ぃ くつかの主流問題を各個

人が自由に吟味 じ、話しあ

い、意見をたたかわせ て、

共通の学習課題を設定する。

・ 学習課題を構成 して、学習

計画をたてる。

2



課 題 の追 求 過 程 とゆ さらtる パ ズ

わたしたちの学校では基本的な学習過程 として、 3段階 (準備段階 。中心段階・確認段階 )、

5分節 (方法発見・個人思考・グループ思考・ 全体思考・確認 )を とっている。この基本的学習

過程は一応のサンプルで あって、実際には種 変々型されてぃ 〈が、 この中での集団思考 。全体思

考をバズと呼び、最 も子 どもの思考の変容を期待 し、学習の山場 として課題追求をおこなってい

るのである。このことは国語学習に も適用され、子 どもの′きにそった読み深めを願い実践 してい

るのである。

-3-

個 人 思 考  | グルース思考

課題に対する自分

ひとりの考 えをつ

くり出す。

課題に対するみん

なの考えをつ くり

あげる。

新 しい第四段階

の課題を生み出

す。

グループの人の考

えを交換 して互い

に考えをゆさぶ り

あ う。

課題の意識化 と

追求の方法の発

見。

●グループの成

員であるすべて

の子どもたちが、

一点 に集 中し自

熱するためには

共通の問題の共

有が前提になけ

ればならない。

しかもそれは、

「どの ように ダ

追求するか」と

いう方法まで も

発見されていな

ければならない。

④

読む一サ イ ドラ

イン。

書 〈― (文章図 .

構造図.線分図

カー ド.感想文)

話す一 ∽ … ⇒

(全 員 )

・ 課題に対する解

決に於 いて、自分

の読みとりの根拠

になるものは文中

のどこかを見つけ、

自分のことばで、

その読み とりの意

味を創り出す。

e自 分の考えを、

グループの人によ

く理解 してもらえ

る最 もよい方法を

考え て書 ぐ。

(文章図に表わし

た り、線分図に表

わ したりして、自

分の考 えをあきら

かに表現する。)

・ 自分の考えを主

張 し、読みの根拠

を述べて、他の人

に検討 して もらう

・ 友人の考えとの

異同をはっきりさ

せ る。

・ 疑問点・問題点

をつきとめる。

・ メモにより意見

交換をす る。

・ 全体に出す考え

と切 りすてる考え

を吟味する。

・ 自分の考えをも

う一度深める。

●グループの考え

を発表 しあう。

・ 発表を焦点化 し

て、他のグルー プ

との関係を見出す

・ 対立・障害のぶ

つかり、立止まり、

考えのゆきづまり、

(問題追究の山場

を期待する )

1,

0克服 した時、集

団的に子 どもの思

考が変容する場 と

考える。

・ 今日の学習か

ら、 もう一度 自

分の考えをまと

める。

(評価の対象に

したい。)

・ 今日の学習か

ら、どんな問題

が残 ったか。

・ 文章・ 人物・

自分等関係的に

課題の解決に迫

れたか。

こ次時の新 しい

課題発見ができ

たか。

3

備準

′心中

認確

全 体 思 考



協
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餞
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予
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◎ 問題追究の山場と子どもの変容                    ‐

わたしは、毎 日の授業で、この読みの山場を楽 しみに待つあであるふしか しこの事はそうたや i

す ぐ得られるものではない。共通問題の追求の中で、ある子どものふとした発言によって急に広

がり、深まり増すことがあるιすなわち、ひとクの子どもの読みの考えがグループで問題となり、

全体思考の場で多くの子どもの思考に力強 く働きかけ、ゆり動かすということである。ここで子

どもたちは、集中して考え、立ちせまり、それを克服 して新 しい読みべと変容するのである。こ

の場合子どもたちは教師の予想を越えて高まり前進するのである。

光村 6年下 「 との様の茶わん」の学習から

(ご く一部のみしか言己録できないことをお断りします。》

共通学習課題
1 

厚手の茶わ

～

を手に してならの
す

の様は何 年
言

えただ
そ

う6

個人のノー トより(4班 ) グループバズの場(4班 )1全体パズ(4班関係の場面)

ガ
↓
ソ′”碑
税
レ

・　
　
　
　
　
　
爪

との様の考え
M夫『 「ね うちは同 じ』の

考えはおかしい』

王子「 同じように職人が作

っているのでそうしましFc」

司「 との様の考えはどうな

のですか。」

《子fと の様 の考え も

ちは同じです6J  :
M夫「僕 もその考えに反対

でとの様はとう器 のねうち

のことよりも、心
"｀

ほしい

と考えたと思います。J

O子 簿きてどんな心です力轟

M子「 それは書 かなかつた

のですが とつ器師の真心が

ほ しいのです。重

〇子「 わた しは親切心 と考

えました。』

S夫「 な くはそれ等 もとの

様の考えにはある と思い甕

すが、それよりも一番強い

のは との様 自身が自分の生

活をわず らわ しく考えたと

輸うことに決め唆した。」

-4-

14班のリーダすが三つの考

|え
をのべ る。

N男 Fぅ す手の茶わんは、

ね うちが あるのだからⅢ子

さんの考えはおかしい。」

M男「 お金の入った軽い茶

と の

f)_

S tt         i

懇ゼろれよろこの ま (苦 しむ)
!     量

司会と○子の図省略

手の茶わんは心は入ってい

るが、ね うちはないか ら同

じとは、 との様は考えてい

なr、」

学級の多数 の反対意見が出

る。

Y子「 との様 は、使 う人の

立場にたって考えて作られ

た親切心の こもった厚手の

茶わんに本とうのね うちが

あると考えたのです。」「 同

じの声」

M男「 ぼ くもその考えとよ

くにてはいますが、 4班 さ

んか ら出た もう一つの意見

の方が強 くそれはP46に「

との様は・・・・お忘れにな り

ませんでした」とあり、ご

自分の生活を強ぐ反省させ

られ考えられたと思います。
(以下略 )

茶厚
わ手
んの

学習後書 きかえる
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第 ぎ国全 国ノゞ ズ学習研究集会

「教材の精選と授業め組み立てJに とりぐむ申で

もの生き生きした活動を求めて

愛知県春爾井市立神領小学校

教諄講 梶 麗 春 由

■,´ は じめに いった印象を受けるのであるが、わたしたち

これまで、わたしたちは、教科の指導法の |ク■、そ つは考えない、ぃむしろ、教碧書等に用

研究をしてきた。そこでク■、その教科につい :意 されている教材はか りでなく、その上に他

ての条さが追求される反面。それぞれの教師 Iの教材を求める場合も多いのである。:

が■持て|る カーを十分に発揮じ:全教が|にわた 1 教材の精選とは1「 機機に対して、最も効果

|■子議轟|"=舜 みるこいつノ卓では ‐ヽや 、ヽ欠 :的 な教材
・を取捨選択・し、関連づけること.」

で

なも||‐を通景|チ なたふ:「教材め精撃と授業 :が検討されなけれはならない1次にクJ、 、教科

19線み立て1,研究をとかして、学習指導め :書教材が、その轟穣に対しノて■いかに有用で

効率イヒをはかろぅとい ,こ とになったらつま :あ り、児童の実態や地域の実状に適合 して棒

り、教育内容を見直して、基本的事項を精選 :る かとつか、力ゞ検討されなければならない。

じ、児童が馨。うぶん理解できるよつに授業 :そ こに、浮かび上がってくる、どつしてもか

を組み立てることに主眼をかいて研究をすす :さ えなければならない ものを中核として、そ

め ることとし′たのである。 れ を支ぇるいくつかの柱を立て、それらの関

そ つした中で、1日来の一斉指導の学習形態 :係 を夢Jら かにする○であるっ

にあきたらず、速の活動を受業にとり入れる

動 きもでてきた.これは、自然発生的な もの 1教材の精選と、わた したちは考えたび1)で ある|

で 、本格的に取 り組むまでには至ってからず ,:と いっても、 もちろん 、
・
すべ‐■‐ン教材路ねた

発表○段階ではないが、これ を機会に整理 し、:つ て、こつい つ労力●いる作業 をナすめるこ

今後の方向を見定めたいと考える次第である。 lと は不可能なことでおる0レ で、学年別ld■ つ

の教材 を選び、その教材の構造化 を試みた慮

かは、研究授業の前に授業者を中心 とこノて、

全職員が構造図の検討をしたにす ぎないご

しか し、ここ′に明らかになつた、教材の系

統 ,胸違や、教材の根幹 となるものと枝葉 と

|

2,教材の構選

教材の精選とい つことばか ら、教材の自主

編成とか、教材が多すぎるから、そのうちの

価値のあまりな体ものを切 り捨てるのかとい

嚢



なるものとを見分ける手だては、他の教材に

対しても応用できる性質のもつて、安易に教

科書1を教えるといった受身の授業を行なって

満足するとい つ状態か ら脱皮 し、主体的に授

業を組織化し、書しもう在いう姿勢が生まれ

た。

5,授業 の組 み立 て

さきに述べたように、わた したち年、学習

指導の効率化 をはかるために「教材の精選」

にとり〈んできたわけであるが、この学習指

^導の効率 を高めるための必須の条賀1と して、

次に考えられるのは、杯かにしてひとりひと

りの児童が主体的
｀
に反応 じ:自 らの力で課題

を追求 していこうとする意欲に満 ちた授業を

組級 ノていつた らよいかとい う問題である。

そ こで、■時間 ■時間の授業につムて も、

城』[i察言iしI:ilyw壌魏暑|

6/D構造イヒにとり〈むことにしたな

む聞題意識を高める学習過程

児童は1どんな場合に、学習に対 して積極

的な とりくみを見せ るのである つか。その第

■に考え ら)れ ることは、ひとりひと りの児童

が「 力ぜだろ つJ「解決 したい」 といつた問

題意識を、もつことである。そのためには、
｀

問題意識をもたせる     _

予想 (予演り)を させる

確かめさ‐せる     |

の 3段階をとることがたいよつであると考え

た。この 5段階は、■時間の授業をとか して、

その問題意識を持続 さき、確かめさせ、次の

新 しい問題意識へ と発展させる必要がある|

こつい う学習過程は .樹i会、理科、図工、

家庭等の生産的 =膚り造的 =発見的な思考を、

そ/yD過程に含む学習に適 していると考えてい

る。     
｀

6年社会利の「 条 約改正Jを夕1に とれば 、

幕末の選 商条 約がいかに 日本に とつて不都合

なものであったかを■1奪 えたあと:、 そ
～
な不

都合な条約をなぜ、す ぐに改正 とノないでも50

年 もかからて改正 したのたろう、とt/hう 問題

意識 をもたせ、そこに考えられる理 由をいろ

棒ろ想像 させ、年表 (歴史 )の上に位置づけ

るので ある。

: 0)目 標意識をもたせる学習過程

: 「 止まれ !」 と言われたから上｀
まる。「 走

:れ !」 と言われるから走る、といつた、いわ

:ば 、ゴールのないマラノンのような授業には、

:主体的、積極的な学習は期待できない。この

:学習によって、自分たちは、どんなことがで

・:き るようになればよいのが、この学習によっ

:  そ こ
~で

、

:   目標意識 をもたせ る

課題の解決をさせる

到達度を確かめさせる

: といもた3つの段1階 をとることがたいせつて

:あ ると考えた。ここに課題の解決といつのは、

:目 標達成のための課題であることは、い つま

:で もない。

: こ うした学習過程は、国語 。算数・音楽・

:体育科等の、知識 。理解・技能を養か つとす

:る 学習過程に適 していると考えている。

: 体育料の場合についていえは、「 走 り高と

|び 」で:現在の 自分の記録 よ りも5セ ンチ高

: くとべるようにするどとい う目標意識をもたせ

:た とすると、ただ単に練習させるとい つので

:は な く、助走のしかた、ふみ切 りのしかた、

:着地のしかたにもいて、自分のとび方の象点

:を友だちに聞いた り、友だちのとび方を注意

うた とき、計画l・■方法への思考が働 く。



深 く観察しだ 多するというたことを行なわせ、:

目襟に向かって努力をさ・するのである。そし :

て、その目標が達成されれば、その満足感が :

茨あ上り量い轟襟だtょ ぅ戦する意欲 を生む
|

の で ある。

4,班 の活動

班の活動をとり入れた学習は、本校でも、 :

一部の教師によって以前から行なわれてきた。:

しか し、「教材の精選と授業の組み立て」1/C:

とり〈むようになってからは、はとんどの学 !

級そ意識的に班の活動をとり入れた学習形態 |

が とられるよつになってきた。指導内容や学 i

習過程で子どもの主体性に注饉してきた結果、:

必然釣に子ともの積極的な参加を期待 し得る :

学習形態を求めることになうたものと考えら :

れ るも .1        1         :
■● :    :'‐ ‐    |               | 」

■わ|たした.ち
l■iごめ班の活動に|。 大きくい :

たび発言すれば、当事者としての意識が :

働 き、学習に も身ヵSをまt/hる 8       :

○ 他の人の考えを開くことにょちて、自 :

分の考えが意識化され、話すことによっ
:

て、考えが組織化される。       :

① F所属」
'ゃ

ĺ承認」の欲求が適度に刺戦 :

されることによつて、自らの必要として
l

望ましい方rm―Iへ 自己変革をしそい (。  :

④  ψ象んとうに自分をたいせつにすると棒
:

,こ とは、どう棒,こ となのかか体得さ :

れ 厖Ь。                 :

ところが、実際に班の活動をさをていると、:

いろいろな問題が生 じて くる。       |

ちぇが遅れていて参加がむずかしい子 .話 |。

し合棒に参加 しようとしないで自分だけでや i

ろ つとした り、ぼん や りしている子.話 し合 :

t/1を ひ とり占めする予、自分で考えた り、行 :

つ子など、数ス_あ げれば きりが /4‐ い。わた し

た ちは、これは、班の活動をと り入れる前に

は 、かげにか くれて棒た ものが、表画化 ヒノた

ものであって、これ こそ、人間教育の絶好の

場 であると考えたム と同時に、こオ1′ まで以上

に教育 とい つものを考ズ_、 教師○指導力を高

あていかなけれはならないことも悟 った。

(■)課  題

班 の活動 をさせる場合に与えん課題の条件

として、

Q 指導によって、

できている。もの

O 資料、生活経験、.既有事項を応用する

等によつて、努力次第で解決できるもの

○ 教材ゃ核を指向しているもの

奪言:|千 1‐

―
「

■年t警ⅢⅢ動百薫発にし、■

習の効果 をあげるためたけではなく、むた由

や依頼心 をな くするために もたいせつ歳こと

で ある。班活動につきものと考えられている

むだ口や欽頼心は .実は、この課題の不適切

さ lrC原塞 していることが多い ものである。

(紛 話 ヒン合い Cり しかた

話 し合棒の方法としては、対人法、輪番法、

自由会話法、討議法を、課題によって使いわ

け ているが,特に自由会話法や討議法におい

ては、前にあげたような問題が生 じゃすい。

そ こで、次の よつな話 し合いのルールをきめ

ているこ

〇 班の中で躍こえる声で。    :

0 みんなが発言できるよつに しよつ。

O ひとりひといの考えをたいせづに しよ

つ。

0考 え_て 言おヽう、間こ ,。

これこま、たた掲示なとの方法によるだけで

つて 1次の こ点を期待 している。

電



は なく、聞題を発見 したら、、す ぐその場で指

導 し「、1問 題にようては、学級会、班長会議 t

班 会議等でと りあげさ・せ、 よりよい班○活動

"ン

できるように心がけさせてt/hる 。 .

よい欄人が育つことを否定す
‐るのではない。

班 fD目 襟や約束をきめているのは、そ うす

ことによもて、班の意識、まとま りを期待

てい るのであて)。

に
　
　
　
る
　
―
′

り 班 の 構 :成        : 5,今 後の課題

すべての班を同時に教師が指導することは、:  先進校の歩みすぎた跡を、今たどろうとし

不可能であるので.班の活動にまかせられる : ているのが本校の実状で、「
‐
教材の精選と授

時間、もかなりある。そのため、班の構成員の : 業,組拳:立てJの研究によって電握 じ得たも

いかんによっては、学習め効果にも差がでて : ○を、班の活動によって生かす とい うど1こ ろ

くる。 :・ まで、任た行っていない。「教材の構曜拍む控

そこで、一つの班に同じような傾向の子ど : 握」 ということも、「学習過程Jと 松 うこと

もをできるだけかためない。どの班にも、学 : も、もっとつき
‐つめて研究ヒ″ていかなければ .

力の点でリー ドできる子や、班の活動にプラ : ならない。

スになるような性格の子どもを■,2名おく、:  奎た:班の活動についていえば、「 轟 し合

などの配慮をしている。しかし、教師の考え | うとは、どういうことな(ジ か」「 なぜ班をつ

出せる組み合わせには、限 りがあるので、教 : ,く って勉強をさせるのが」「
‐
話 し合いわ場采

‐

《][争「懸‐篭蕊‐‐||■驚茸尋華轟攀轟袂塁魃魃
法もとっている。また、同二のメンパーが長 : めるとともに,子 どもたちにも1_l Jr菫の活1動重

い期間t班を構成していることは、利点のあ : とい うものをもうと理解させていかなけれ

'ま

.:

る反面、欠点も多いので、約■力月程度で編 : .な らない。

成がえをして棒るc :  さらにいぇば、た、だ、「話し合い」カミうまく

次に、 リーダすの問題についてであるが、 1 すすめられないとい っているたけでな く、,そ

集団 とし/て の成長 、集団 としてのまとまりを i の原因 を究明 し、そオtが もし、話 し合棒の技

意図する場合には、教師のftわ りをする強力 : 術の まずさからきているも《ルたらば、その技

な リータ'一 と、その下に忠実に動 〈メンバー : 術 を高めるための方途 を、個々の子ども・やリ

とを必要とするわけであるが、わた したちは、i ―ダーに問題があるのな ら,、

iそ
の子 どもやク

班 の活動を管理的な面では、把握 しない よつ : テス全体の子 どもに働 きかける方法 を確立 L′

に心がけて ハヽる。あ (■ で も、班で活動させ : て棒かなければならない。

るのは、ひとりひとりの子どもの主体性の発 :  こ うした前進をしてい くためには、まず学

揮 を期待 しているのである。        l 校全体の研究体制を固めなければなら,な い。

したがって、 リーダニーは、班 とい つ集団を : そ L:て 、先進横か ら積極的に学びとり、その

構成するために必要な存在 として考えてい る i 上に本校独 自のものをつ くりあげてい こうと

にす ぎないc班長を交代制にした り、教科ご : す る勇気 を持たなければなら摯 t/‐l`,  1
ご

とに教科長 をきめた りしているの
・
は、そのあ :     (19γ 4・ ll・ 事0)

らわれである。と棒うて も、よい リーダーの

もとによいメンパニが生まれ、よい理の もと :
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第 8回 全 国 バ ズ学 習研 究集会
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指 導 法 と 学 習

一社会科におけ

級全員の高度¢1重互作用 によって、認気]と 態度

の両方を効果的に達成することをね らい、その

爾標達成のために、 もっとも効果的な指導法 と

それを促進するための学習の基礎的劃1練 が要求

されるのであ る。そこで一応学習のモデルケー

スを組織づけ、図示すると

形 の 統 一 を ざ・ して

ズ学習の実践を通して一

兵庫県姫路市立安室小学校

教 諭  中  尾  多 美 子

と、それを支 た、健進する個人 と集団の相互作

用 とか、管度を計}菫 的に組み合わせて考 えよう

とすることで轟る。本校では、学習方法 として

探究学習声式 をとリア、れ、 自発的学習 を展関し、

そ難′をうながす中メ心に課題をすえ、それの組織
(発両 )

立てに加 えて、小集団内における相互作用 (こ

とばによる )を どう意味づけて、位置づ tす てい

くか考 え、次のよ―うな基本形を考 えてける。

<過程>(探究学習 ) <学習形態>

課範の設定

(纂異撃喜)   疹≧ 定
着
度
調
査 (Iξ≧冒番≧層璽逸青リ

:    1  7ィーン ツ`タ

Q).探 究学習方式 と学習形態の統一

学習の効果は学習内容 と、学習方法、学習形

態を合ゎせて組織づi貫最大の効果 を上げうる

もの と考 える。

ことばをかえると、認知的なものの組織づけ
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次時課種

以上は多 くまで原型であ り、教材によ り、児童

の意識の流れによって組みか えられねばならな

い。まアこ、グループによるバズは単なる話し合

でなく目的をもった話 し合いであり、その目的

によって話し合いのさせ方、まとめ方が違 うの

は当然で、力動的に展開す る必要がある。

また、 このような学習 を展開をす る場合、学

習の方法、話し合ぃの訓1練 が基礎 となる。

次いで、 この実践夢[<公害学習>を とり上げ

どのょうにして話し合いを深 めても`ったかを、

述べてみたい。

6)実践例

5年 社会「産業の発達 と公害Jのあらまし

①学習の過程

本時の日繰  姫路の工業生産高、大気汚染の

年次推移グラフより生産高は年々増えているの

に本気汚染は減っている事をつかませ、歯.県 .市

企業、 1訂 民がそれぞれの立場で努力しているに

ちがいない とい う仮説にな りあげる。

通 種

1.資料 (姫路σ}工業生産薦奪次推移

グラフ・姫路め大気汚染推移グラフ〕

よ り工業生産高の上昇 と大気薄染C)

減少のちがいからくる疑間で学習聞

題が必然的に生 じてきた。 二斉

姫路の工業生産高 |ま 年々ふえてい
`

るのに大気汚染が減ってきてい るの

は、なぜだろ うか。   一斉

る。大気汚染が減ってきてもヽる原因を

できるだ:す 多くの視点より予想ヒノ、「

各自ノー トに書かせた。 個人

つづいてグループで個人思考 を出し

合った。この段階に集めるバズを位

↓

予想を
|

たてる|

り
鞭習バズ)

置づけた。 グループバズ

グループ内から出た予想はOHPフ

イルムに書 きこみ全体に思考を広め

るようにした。

この際、一つ一つの予想 をたいせつ

に扱 う意味で、グループ内で消 えた

予想 もOHPに 消 えたiを:見 として書

かせだ。 これを、更に全体の場で話し

合 つ毛とによって検討、修正してい

った。 グループ内で消えた意見 も全

体め場
哺
な考 える事によって、よい予

想 として琶かれる場合 もでた。一斉

4,「まとめられないだろうか。」とい

う発間で≡.つ の観点よう分類し、仮

説に高めた。 一 斉

大気汚染は年々減ってきているの :

は、選県市、市民ゝ工場が努力し

て■るからだろう。

。 「 どのようにして調べたらよいだ

ろ う。J と発問し、グループ毎に調

べ る方法を具体的に計画させた。

グルニプバズ

の集めるパズの話 し合いの分析

0グループ内の議し合い

〔学習問騒〕工業生産高は増えてい るのに大気

汚染が議ってきてい るのはなぜだろう力、

る
丁
…
―
―
…
―
―…
↓
一一盤

げ
一　
　
　
　
　
　
一検

〕るデ
ヽ

一菅



⑭ 個人の考 え

〔6班  4人の予想〕

新 しい機械を使いだしアこ。

石油が不足してきた。

グリーン地帯を広 くした。

議し合しヽの深 まる過程

B Dさ ん、 どんな予想を書いたかしヽって くすご

さい。

D tttノ い機械を使 も`だゾ鏡た工場が煙突を高

くしたの とらが うかと思ったんだけど。

B 新 しい機械な使いだしたιよ、ぼくも書いと

う。                     |

A 新しい機械 t・・ うたら何か二夫した機械い う

ことやる。そしたら高もヽ煙突 も工夫 した機械

の中へい韓て も、 ええのとちが うか。

D 煙突は機械の曇コヘ入 らへんの とちが うか。

工夫 したことに :ま tちがいない tす どね。

A そうやな。

c 何故t煙突 を高くした ら空気の湾れが減る

のこわたし、 もやす量が一緒だったら出す達

‐
め量は、かわ らへん思 うけど。

D わたしは高 t・

Lと ころ|ま 風がきついか ら散 ら

ばってし もてЪ一 ところに落ちる量が少なく

なると思ったん。

A ぼくは少 しちがって、煙突が高かった ら、

風がようとおってよく燃えるか ら煙やガスが

少な くなると思 う。

B Dさ んのよろしいか。 わけて置くか。一緒

に置くか どっちにしよう。

iC わけで両方とも、|お い といたらいいんと、

ちが う。

A それでけい。ぼくは他に、工場であまり煙

のでない燃料を使ってい ると、住民か ら書)溝

がでたか らとしたけ ど。

C わたしも、ぃい燃料 を使いだしたと書いた

わ。

A 煙のあまりでない燃料い うたらええ燃料や

か らぃい燃料を使も`だしたと、 Cさ んのかき

かたを使っ了こらいいね。

B 住民の苦情が多 くなったら工場 も考 えるよ

う
'こ

なると思 うからもヽしヽように思 うね。

D わたしも気がつかなんだけど、大阪空港の

事 も住民が反対運動して考えるようになった

か ら入れた らい場` と思 うわ6

C わたしもAさ んの予想 1ま いい と思 う。

わたしは、 ;量 かに市がかんじしているか ら減

って
・
きたんだと思ったんやけど。

A ぼくは1関係ないように思 う。わけはね、

工場が製品を常るために使 う燃料か ら煙 やガ

スカ■でると1悪 会浄)ら c

B ぼ くも工場烙
=可

とかしない と煙やガス!ま へ

らないから、予想に入れない方が、いひよう

[こ是まう。

D 私 も間じ考 えで工場が考えない と減 らなぃ

と思 うわ。

C みはってい るか ら滅iっ て きたと思 ったけ ど

-6-

④

・工場であまり煙のでない燃料を使 ってい

る。

・住民か ら苦情がでた。

いい燃料 を使いだした。

南が、かんししている。

新 しい機械を使いだした。

工場が煙突を高 くした。

B

C



■ち|ま り工場がせんとt議:ら んわね。

B ぼくの石油が不足してきなからと、 グリT

ン地繕を広くしたにっぃてはどぅ思う。 つ

C グリニン地帯まま空気をきζといにするか ら、

もいと思 うιすど、石油の珈∝ガでま質 Fn3がお礼

石油が不足したら燃滲:は 石炭にかわるんやろ

浄〉奪

I_7 石炭 にかわった ら酔 す赫 多ゞ くなるよ。空気

σ)よ ごれ、ひどく4Fる のとちがう。

A 石油 をへ らした ら生産は減ってしまうね。

B め嗜そうか。生産 :ま 減ってないから石才轟が

不足した鈴 fょ 、ぉかしぃな學

では、まと峰よう。

② グループθ)話し合いの結果

・ 新しい機械 を使しヽだしアこ6

・工場が、麓突 を議iく した。

,い しヽ燃料 を使いだした。

・儀:民 から苦情がでた。,

・ グリーン地帯を広 くヒ/た。

(消 えた意見,)

・市が亀かんししている。

・ 石油が不足ヒ/た。

○ グループ内の望ましし`相互作用

グループ内での話 し合いを分析すると

対話の方法とリー分く

会者 )に 問題がある。

望ましい対話のなされた

状態であ り、相互に自分

の意見をもって、それを

-4-

もとにして轟し合らてけるこ 生の ようなコミュ

ニケーションがなされるように寄ll練 が必要であ

る。

各)バ ズ学習における評価の問題

バズ学習によって達成 される目標を考 えると

②参加度の問題・・・学級全員が積極的に学習活

動:に参 lJ14し てい るか。

④認知 (理解 )θ )問題・・・イド1々 の児童の理解が

どのように促進 されているか。

C態度の問題 …・個々の児童に望ましもヽ学習態

度が形成 されてい るか。又人蘭魔係σ)

態度が影成 されてぃるか。

こ集轟暴問題・中 学級が本当 :こ 糎々を生かすよ

うな当:ま しい集饉 :こ なってい るか。

以上のようにな iり 、 従来の認熱の評価 と結びつ

:｀ }も 次のような譲察法をとり入れてい きたい。

,議人観察チエックリス ト
(教師 )

集懇観察チエックリス ト
(郷i,)

自己評価 ,

(児童 》

相互評価
≪児童相互 )

参加度

態 度

集団の

高 ま り

一般に評価は認知的な ものにかたより、それが

形成的、即時評価でな く、総括的で結果主義的

な評価にな りがちであるが、バズ学習におし`て

は、形成的でbl」 時的な評価を重視ヒノ、個人の態

度、集団の態度の変容をめざして、具体的評価

の観点を決め、妥当性 と信頼性の高い簡素化 さ

れた方法 と周具において、なされなければな ら

ないと思 う。

④宝耳 ③

||):夕〔〔(||
③ =翼◎

B

③ 再霊 ⑩



第 8回 全 国 バ ズ 学 習 研 究 集 会

課題 意識 を もち ,

ひ と りひ と りが と りくむバズ学書

兵庫県竜野市立小宅小学校

郡 安 義 之

は じめ に

ばならない。

(図 形教材をaljに して )全体計画と何をどのよ

4月 5月 頃の学習指導は教師中心的な指導で、  うに学習するのかをはっきり認識させることが

児童も予習するといえば教師からあたえられた   必要である。

問題や、一般的な家庭学習程度であった。自主   図形の形と大きさの学習計画

的にする者とあまりしない者とがはっきりして    1時  事前テヌ トから4時間の課題をつかみ

いたらしかし、最近ではバヌ学習を取り入れた 目標を知る。 (全体計画 )

ので家庭学習での仕方や内容が大 きく変化して    2時  図形が同じ相似形の意味を学習する。

きた。課題に対して調べたり考えた りするよう    3時  大小 2つの三角形、 4角形が同じであ

になった。またバヌ学習をしてよくなった点を

たずねると児童は次のようにいっている。

1.自分の意見をよく班でいえるようにな った。   4時  2つの大きさのちがった絵や円が相似

2.わ か らない ことなどいままでほっていたが

バズをしてか らは班の人に聞いたりしてわか

るようになった。

3.みんな と話し合いが楽しくできるようにな

った。

4.バ ズ学習で協力し合うようになった。

5。 家庭学習ができやす くなった。

l ひと りひ と りが自主 的 に学理す る

た論には、どのようにすれ 1ざ よもヽか。

但)教材の全体計画と課題が、具体的でなけれ

形であ るかをたしかめる。

ることをたしかめるには、 どことどこ

、 を調べたらよいか。

知的能力 事前テヌ ト 事後テヌ ト 把持
テスト

知能
偏差

学力
偏差

得 点 SD 得 点 SD 得 点

49。 1 45。 2 51.6 14.8 89.7 8.3 90.2

事前テヌ トの最低得点 12、 最高得点 84点

で個人差が大 きい。比較的図形教材は先行経験

がな くとも全体が同時に課題に とりくむことが

できた。 3段階に分けてみると、次頁の表にな

った。



知能偏差値がひくくとも課題がわか り、学習

の方法がわかれば、事前テヌ ト 12点であった

児童が 74点 とり把持テヌ トにおいて 86点 と

な り定着しているも    ' 1 ■ |

バズ学習す るためには、具体的に課題 とその

方法がひ とりひとりに理解 されなければな らな

い。個人で仕方や方法がわか らない と学習に意

欲 もない。 グループで課題を確認しあって共に

励むことが大切である。

(2)先行経験をふまえ、多様な発想を生む もの

でなければならない。

物が燃えるときの変化にっいての ull

課題 ろうそ くは (団体、液体、気体の うち )

どんな燃え方をするのだろうか。

予想

TS児  |ま くはろうそくは固体 と思っているの

で固体がもえていると思 う。

ST児  ろうそくは団体だけれ どもとけて水の

ようになるか ら液体がもえると思 う。

SM児  アルコー ル、石油、ガソリンなどよく

もえるもの 1ま 液体が多いので液体 がも

えると思 うし

KM児  ろうそくは団体で燃えるわ tす は、ろう

そくを燃やす とろうそ くのろうが小さ

くな り、しまいにはな くなってしまう

からである6

家庭学習 (個 人学習 )KM児
あすの実験の予想をして国体

がもえるだろうと考えたので、

家でろうそくをしらべた。

ろうそくlま「 しん」と Fろ うJ

と「下の穴」の部分にわけられ

る。この うち、下の穴はろうそく立てにたてる

もので「 しん」 と「 ろう」の部分が重要だ と気

がついた。「 しん」「 ろう」にわけて諾ド てみ

る。

「 しん」に火をつけると火はついたがす ぐ消

えてしまう。ほのおも大 きくならないなぜだろ

う。

「 ろう」に火をつけると、 とろとろととけて

火がつかない。変だ と思い、何度 もためしたが

同じだった。ろうそくは液体になって もえるの

だろうか。しんはどんなはたらきをするのだろ

うか。多様な発想を生み、先行経験か ら予想を

たてたとき課題は、ひとりひとりの子どもの心

の中に生きたと考え られる。

疑間を感じ、自己の論理で説明できない とき、

課題解決への意欲が生まれ、ゴールの解決へ と

向って自主的な学習を生むもの と考えられる。

(3)学習が焦点イヒされなければならない。

学習課題が明確であるの と同時に、学習の流

れ と思考の段階で焦点イヒされたバズでなければ

時間のむだである。

たとえば、国語学習で作者の意図や児童の思

考はさまざまであるが、話し合うことをはっき

りさせることが大切である。

知 的 倉ヒカ: 事前テイト 事後テヌ ト
把持
テスト

人数

1段階 知 偏 学 偏 平均 得 点 SD 得 点 Sp 得 点

A 60.5 60.6 60.5 59.4 10.1 96.2 5.2 95.1

B 48。 7 47.5 47.9 52.3 12.9 94。 2 53.6

C・ 37.8 40。 4 43.2 16.3 79.2 11.8 42.3



課題 ‐オラはエィナ■ルをどう思っているか。オラの気持ちをよみとろう。

教 師 の 発 間 児 童 の 活 .動‐ 指 導 上 の 留 意 点

オラはエイナニルに対してど

んな気持ちをもっていたでし|

ょう。         .:
0エ イナニ′ンをさ  個人

がしに出かけるグよナ
まで      基爆

0エ イナニ ルをさが

しに出かけた時

0無事なエイナールに出合っ

た時

祈っているときのオラの気

持ちとエイナー|'レ に対したと

きのオラの気持 ちのちがいを

まとめよう:

自己評価しょう。

本時学習課題を確認・してヽ1

課題に対する考えを書いたノ

J卜 を読みなおす。

O考 えをもとにして話し合 う。

・気持の変イヒ

0エ イナールのことを,いか ら

心配するオラ。(あ あ神さま )

。再び以前のオラに もどる。

オラはほん とうはニイナ=
ルのことをどう思っているか

話し合 う。

各 自評価表に記入する。

6本時の学習課題を提示する。

Oオ ラの気持ちのうつ り変わ

りを文に即して読み とらせ

る。   |:  :
0さ し絵 も手がか りとする。

0「ああ神様・・・Jのああに

はオラのどんな心が入って

いる力)考える。

0'兄 弟愛より出たことばであ

ることをよみ とる。

6質問や対立する意見は大事

にして進めたい。

3つの場面にわけてオラの気持のうつりかわ

りを読みとらせた。

①に)オ ラのエイナールに対する不満、反日、

お母さんに説得されても納得できないオラ

lEll オラの心配、しかし涙をみせないように

こらえるオラ

② オラの悲しみ、エイナールを思う心

「ああ神様 ・̈」暗いいやな思いにしずん

で、耳をかしませんでした。

③ 再び以前のオラにもどる。表面はさりげな

くしてい るオラ。

「なぜ家へ帰ってこなかゅたんだ」とおこっ

ていいました。

以上のことを子どもたちは、たしかにおさえ、

オラの気持ちの推移はよみとることができそつ

のなご`授業ができ、焦点イヒされた。

I バ ズ 学 習 に お ける課 題 の と り

組 み (実践 )

バズ学習におけるひとり勉強を意欲的にする

ためには、課題に対しての反応やグループ内、

全体に対する満足感がえられなければな らない。

きさも

も形の

うもの

四角形

ことを

を調べ

形の形

みます。

とな り

ます。

しても

5

一

業
詢
醸
醸
勒
轟風

れ
ぶ
Ｐ５
則
珀
アｅ
イｏ
ウ・
材

授
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
ｏ

証

入
　
　
　
　
　
　
開
　
　
　
　
　
　
１
。

。実

導

　

　

　

　

　

晨
　

　

　

　

　

　

　

（
段

階

１
バ
ズ

）



（段
階

２
バ
ズ
）

（
段
階

３
バ
ズ

）

らいます。

2.のとOの三角形の関係の予想をグルー

プで話し合い仮説をたてなさい。 (グ ル

ープ )

3.三角形のと0は 、ほんとうに 2:1に

なっているでしょうか。

。大きさが 2倍であることをたしかめる

には三角形の、どことどこを測って比

べればよいだろうか。

グループで話し合いなさい。

4.次の 2つの四角形ののと④大きさはち

がいますが同じでしょうか。

P5の 4番の絵を見て、どことどこを測

って比べればよいかグループで話し合っ

て調べなさい。

{lttf:期だよよ」1べる}

学習参加度 自己評価

(1)質問にこたえなさい。

A あなたはきょうの算数の勉強はお もしろ

かったですか。

0は い360ど ちらで もない 8 0いいえ 0

グループ別参加度

B あなたはきょうの算数の勉強の内容がよ

くわか りましたか。

・はい39・ どちらで もない 5 。いいえ 0

C あなたはきょうの算数の授業は熱心に と

りくみましたか。

・はい39。 どちらで もない 5 。いいえ o

D グループの人たちは問題の とき方につい

て熱心に話しあいましたか。

・はい35。 どちらで もない 8 0いいえ 1

E グループの人たちはお互いに力をあわせ

て課題をしましたか。

0は い32・ どちらで もないH・ いいえ 1

F グループの リーダーはみんながよく話し

合えるようにこころがけていました。

・はい35。 どちらで もない 9 ・いいえ 0

G あなたは先生の説明でつぎの算数の時間

に何をやるのかわか りましたか。

・はい390ど ちらでもない 5 。いいえ 0

◎学習後 15項目の 自己評価をさせた結果であ

る。課題に対しての とりくみやバズ学習の とり

くみの評価をさせ、指導の反省としている。は

い、どちらともいえない、いいえの 3つ の答え

方であるが、いいえや どちらともいえない児童

の個人指導ができやすい。

班 人 課題に対して 分レープに対して 仲間に対して 教師に対 lノ て 参 加 度 計

M SD M SD M SD M S.D M SD

0.61 4.8 0.45 8.9 1。 24 4.9 0.46 25。 8 2.33

7.5 1.37 4.8 1.38 7.8 0.47 4.9 0.87 24。 9 3.78

7.6 0.75 5.5 0。 91 7.5 0。 71 5。 6 2.32 26,2 2.85

7.6 0.59 3.9 0。 89 6.4 1。 18 5.6 ③。55 23.5 3.89

O.45 3.8 0.39 0,71 5,6 ○.65 25.5 0。 79

7.3 0,89 4.9 0.82 8。 9 0。 73 0‐ 75 26.3 2.91

0。 97 4`9 0.73 9.7 0,48 4.8 0.62 26.4 2.14

7.8 0.37 4。 8 ③。 18 8。 7 1.40 5。 7 0.37 27.0 隻.95

4



◎調査項目例をあげると 以上の観点で社会相互作用を診断した結果で

1.き ょうの勉強ではたずねられたことがよく   ある。

わかりましたか。 ◎教師の観察の観点

学習への参加、社会相互作用の調査

① 課題に対する認知■lj面

1.課題の意味の理解

2.個人学習

3.筋道をたてて情報交換

2。 その問題をいっしょうけんめい考えました    ② 学習活動に対する全般的態度

1.課題に対する興味関心

5。 たいへんよしヽ

4.ま あよい

3.ふ つう

2.あ んまり

1.ぜんぜん

力>。

3.友だちにあなたがいったことをわかってく     2.集 中性

れましたか。 3.持続性

4.き ょうのような問題をもっと勉強したいで    ③ 話し合いにおける態度

すか。                       1.発 言頻度

5。 これでよい と思うまでかんがえたリノー ト     2.人 の意見の聞き方

しましたか6                    3。 発言の平均化

6.き ょうはよく発表しましたか。           4.内 容の高ま りへの努力

7。 ともだらの発表をいっしょうけんめい聞き     5.リ ーダーの活動の適否

ましたか。                    感想を自由に書 く。

8。 ともだちの考えにつけたした り、なおした    以上の観点で各 グループの活動を 54321

りしましたか。                の段階で評定してみた。    t

◎学習参加度  3班の教師の観察 と自己評価の関係

教師の感想                 。M児は、クレアシー トに書いてよく考えてい

0全般によく理解して活動しているがY児が課    たo

題の理解ができでないようだ。           児童の分析・

。リーダーは全体的に配意が必要であると観察   °Y児は、どちらで もない と答えているところ

している。                       が多い。

OK児は注意散慢・全体発表の時は聞いていな   。Y児の知能偏差は 47、 算数学力偏差 43、

ぃ。                       事前テヌ トは 36である。

課題に
対して 醸

△
臨

し話
態

沖
質

段 階

/ / / / / / / / /

課題に対して グループ
学  習

仲間に対し 教師に対し

＼ 計 計 計 14 計

K児

⑬

M

③

A

U



0仲間に対しては、男子と女子の関係でどちら でもないといっている。

OY児は(3)と (6)と (8)で 自分の学習への参加が消

極的であることがわかった。

しかしグルールの社会相互作用によって助け

合い学習の高まりはよくなった。

Y児の事後テヌトの得点は 80点、進歩量は

44、 進歩率は 69、 把持テストは 96点 と

いう成績になった。H児のリーダーの指導 も

よかったと思うち

。児童の自己評価や教師の観察から総合してい

えることは、課題をひとりひとりが意欲的に

とりくみ、仲間で自力解決する人間相互の関

係で学習の能率、向上があると考える。

Ⅲ 研究のまとめ

ひとりひとりが自主的に学習にとりくまない

要因 として

1.具体的でない。 2.焦点化されていない。

3.先行経験をふまえたものでない。

4.多様な発想を生むものでない。要因として

どうすれば課題意識をもち、ひとりひとりがと

りくむかを考えて

1,ひ とりひとりが自主的に学習するために

(1)教材の全体計画がわかり課題が具体的で

なければいけないこと。

(2)先行経験をふまえ、多様な発想を生むも

のでなければならないこと。

(3)学習が焦点イヒされなければならないこと。

2.バ ズ学習における課題へのとりくみ

6

0児童と教師、児童と児童の自力解力への人

間関係が大切であること。

6レ ディネヌの平均化も大事なことである。

予習バズや復習バズによって学習訓練や学習

課題への意欲がわいてくるよう指導しなけれ

ばならないι

特に復習バズ、即ちまとめバズを重視するこ

とによって明日への学習の原動力になる。

O自 己評価することによって学習参加の満足感

もわかり個別指導する観点がはっきりする。

毎日自己点検表に学習後記入し、反省の資料

と意識化に利用している。

oグ ループの理想への道

利己的リーダー独走のグループから共同的な

グループヘ、お互いに励まし合い助け合う仲

間へ と進めたい。

○課題意識をもちひとりひとりが満足する学習

するためには、教師の教材研究と課題分析で

ある。目標を達成するために、いかに児童ひ

とりひとりがとりくむ姿勢は、味のある課題

でなければならないことがある。

Ⅳ 今 後 の課 題

1.バ ズ学習によって、いかに学力を伸ばすか

教材の選才

2,児童の自力解決 と教師の指導性のバランヌ

をどのようにすべきか。   |    ‐

社 相 互 作 用

計 計 計

K

Y

M

H

A

U
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全国バズ学習研究集会第 8

ひ と りひ と りの 変 革 を

目指 す バ ズ 学 習

兵庫県竜野市小宅小学校

教諭 大 禾目 子

Iま え が き

ちえ遅れのために、障害児学級に入級 してい

るこの子らも、障害を持たない子どもと同じ人

間 としての発達のすじ道をたどり、人間として

の願いを持っている。すなわら、集団に所属し

たい、みんなに認めてほしい、人に愛 されたい

と思ってい る。

そこで、たんなる学級の中だけでな く親学級

で学習する中で も、邪魔者であった り、同情的

存在でな く、 自分 も生活や学習の主体者 として

たち向うだけの強い人間に育てなければな らな

い。

そのために

。子どもの可能性を多角的にとらえ、ひとり

ひとりを充分に伸ばす学級づ くり。

0基礎 的学力と思考力を高めるためバズ学習

を取 り入れた教科指導。

に視点を置 き、 日々の教育実践に精進す る。

Ⅱ 生活指導 の申で

1。 ひとりひとりの主体性の確立を

(1)「 なぜ、そうするのがいけないのかdの理

由づけに、「 叱られるからd「 わからん」と反

応することが多い。子どもを叱責や説教の対象

としてとらえ、「 監視されている」との受動的

な意識を持たせていないだろうか。

※チャイムがなっても終 らないそうじ。男J紙 1

(2)教師の能動的な働きかけにより、自分がし

なくてはとの意識が働 く。子ども達は受身的で

指示が多い。あまりにも教師の指示語が多過ぎ

ではないだろうか。

※おもちゃのあとかたづけ。

2。 子どもの可能性をとらえる

(1)「 この子の親があれでは…?J「 この子は

おしっこさえわか らないのだから…」と、子ど

もの可能性が限界を決めた り、固定的にとらえ

ることがよくある。くり返し行なっても出来な

い場合、つい国からもれてしまう。

「 できなかったことが、できるようになったd

ほんの少しのことで も、できだしたことはその

子にとっては、変革なのである。

※服がひとりで着られるようになった。別紙 3

(2)子 どものほんの少しの変イヒも、敏感にとら

えることのできる虫めがねの ような眼と、励

ます口を持つ教師自身の人間変革が大事である。

別紙 2



※委員長にな りたいと立候補

3。 集団づくりを目指して

(1)ぶ つか り合いを大事に

別紙 3

子ども達は、生活の場で くい違いや、いろい

ろと制約を受けて生活をしている。

特に精神年齢が低いため、自分の意志を相手に

うまく伝えられず トラブルを起 こすことがある。

このぶつか り合いの中でこそ、ひとりひとりが

変革し、集団 も変革する。又集団の変革が、ひ

とりひとりを変革している。

たんなる助け合いの集団でな く、生活を子ども

らな りにみつめ、その中にある問題をとらえて

解決 してい くような集団づ くりでなくてはな ら

ない。

小人数の学級であるがために、教師が先走 うて

手を出すと、 どうしても子どもは依存的にな り

易 くてよい集団として育たない。

※ナフキンを忘れたM児に

やはりそれぞれの立場を考えられるだけの

包容力のある子に育てなければな らない。

とに もか くに も、教師の姿勢が鏡 として反

射するに過ぎない。

※小便をもらすM児 別紙 6

・学校生活のきまりを理解 させてやる。

日程に従い、その場、その場で自分達は ど

うすればよいか。できない ものがあれば ど

う対処すべきかをしっか り理解 させ、身に

つけさせておく事が大事である。

4。 遊びの重視を

(1)教育的価値を認めて

遊びは、子どもの生活そのものでありいのち

である。遊びによって、身体の発達 と健康の増

進を図ることは勿論である。又、うっ積した感

情、抑圧された否定的感情を自曲な表現によっ

て欲求の充足を図 り、情緒の安定を図る治療的

価値 も高い。集団遊びの中で、自己中心性の強

いこの子らは衝突し合い、 もまれなが ら、社会

的人格 を形成してい く。

(2)生活学習の中に遊びをお りこんで

ジャンケン遊び、席 とり遊び、輪なげ、積木

遊び、ままごと、砂遊び、かごめか ごめ、箱庭

等 させ る。

(3)毎朝、歌を歌って一 日のスター ト

「 おはよう」「 毎月のテーマソングd「 だ一

れが好きなのdの歌遊びをする。自分の名前を

みんなに歌ってもらい、好きだと名指しされる

ととても喜ぶ。解放された気持ちで一 日が出発

できる。

置 教 科 指 導 の 中で

1.教科指導のかまえ

(1)ね   ら  い

この子らが社会に巣立らた時に人間関係の不

調和や、知識の不足から劣等感やひがみ根性を

持つようでは不幸である。ひとりの人間として

(2)リ ーダーとなるS児 を育てて

障害児特有の傾向であろうか、附和雷同性が

強い。強 く要求をしていて も: リーダす格の子

どもの反対で、みな考えが変ってしまうことが

よくある。

集団の中に、入りに くいY児やM児をみんなの

中に入れようとの働きかける中で、 S児 を リー

ダーとして活躍す る子どもに変革してい くよ う

な指導をした。

※Y児の親学級の先生に申し入れをする学級の

子

(3)細 かな手だて

障害児の教育において !よ 、個 Ell指 導 と共に集

団づ くりを大切にし、ひとりひとりの変革を図

るための細かなてだてが必要である。

・ 立場を考えさせ る

学級の実態として精神年齢の開きが大 きい。

しかし、同じ教室の中で毎日生活を共にし

ていると、自分と同じように考えてしまう。

2
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自立してい く上に生活の基礎 となる教育内容を

在学中に身につけてや らねばな らない と考える。

(2)伸びる可能性を信じて     `

「 この子はこれだけしかできない」等の考え

を持つべ きではない。

工作すれば教師の思い もつかないことをす るで

はないか。虫のこととな ると、次々へ と話す子

がいるではないか。

だれかが紙ぶえを鳴 らし出すと、わたしもして

みようと、 目を輝かせ る等、子どもには伸びる

可E~E性が充分にあることを信じな くてはな らな

い。

(3)指 導 の 方 法    :
つめ込みや記憶の強制では決 して子 どもは学

習しようとしない :又たんなるドリルの訓練 と

しては、生 きて働かない。

100の記憶よ り 1の理解が必要である。ねばり

強 く具体的な系統を現実の子どもとのかかわ り

合いの中で指導する。

2.国語とバズ学習

(1)正 しいことばの習得をね らって

人間はことばによって意志を伝達しヾ思考す

る。遊びの中で、言語の広が りが随分み うけ ら

れる。しか し、粗野な ことばを使もたり、 こと

ばを知 らないため意志表示が充分で きずtた た

いて相手に暴力とかん違い されたり、つ じつま

の合わないことを平気で話してい る。

。電話 ごっこをする。

課題金太良Бは、どんなことをしましたか。

※もしもし、金太郎ね、山へ行ったんです。

※金太郎、 くまとすもうしましたよ。

※もしもし、本を切ったですよ。

こうして、媒介物を使うことによって、た

わい もないことではあるが、興味を持って

話し合 う。

課題  「 日曜日のことを話し合いましょう。

ふたりで、話し合っているのを録音し、再生

をみんなで聞きなが ら、正しい こと
'ば

につい

て意識づけてい く。

(2)文字・ 文章の読みを強める。      |

話せることと同時に、文章が読めな くては文

化生活は出来ず、人ともスムニズに交わってい

きに くい。

指導の段階

0絵 を見てことばをいう。<あ さがお>
・絵の頭文字が言える。<あ さがおのあ>
0こ とばとして読む。<絵のことばのカー ド

合わせ。◆ 2字、 3字・0`… ◆と進める。>
・短い文として読む。<カ ードに書いて>
・文章を読みとる。<間違いを正し合う>
。内容を読みとる。<課題をプリントし、各

自書いた上で話し合う>
・感想文を書く。

3つ のグループに別れて学習を進めているが、

ときには、興味も持続せず、なかなか読めない。

しかし、バズすることにより相当効果が上がっ

た。しかし、根気がなく集中力が足りない点、

工夫する必要がある。

5.算数とパズ学習
‐

(1)困  難  点

理解の程度が、ひとりひとり随分違っている。

その上、自分がわかっていても人に説明するだ

けの力量がなく、思うようには進まない。

指導段階に無理があうたり、教材・教具に関

心がなヽヽ とふりむこうともしない。といって個

別指導のみに重点を置くと、依頼心が強くなり、

自分のためだとの主体性が失われてしまう。そ

うすれば、子ども同志の相互作用を絶ち切る事

にもなり教育的には、マイナスの現象を起こす。

(2)能 力に応じて、 2・ 3人のパズを組む。

<実践例>

単元 かいもの

A段階

課題  品物を 4ずつ並べよう。



T 同じ品物が、 4ずつ並んでいるか見てごら

ん。

Y Mち ゃん、うさざちごとう。

M 反応なし。      |
T ふたりで、

'102・ 3と 指で押えながら数

えてごらん。

Y・ Ml・ 2・ 3・ 405・ 6(Mは 1対 1対応が出

来ず同じところを2回 押える。)

Y Mち ゃん、 1・ 203・ 405やで。

T そうね。 102・ 3・ 4。 ここで 4。 (4の集

合としてとらえにくい。)

M l・ 20304

T そうそう。では、このお金 1で、品物を 1

だけ買います。うさざを 2ほ しかったら、

お金は、 どれだけいるの。お金を見せ合っ

てごらん………。

課題  かい ものをしよう。

T ふた りで、かい ものごっこをしましょう。

Y ごめん下 さい。

M い らっしゃい。なにですか。

Y うさぎを 2下さい。………・<略>
とても楽しそうに、かい ものごっこを始め

た。お金もたしかめている。

C段階

課題  1,000円でおつりはいくらかたしか

める。

T 先に同じ品物のおつりを計算しておきまし

ょう。<個人学習 。日によって売り手と買

い手を交替する。>
N ごめん下さい。えのぐを下さい。

S はい、どうぞ。<品物とおつりを渡す。>
T Nさ ん、おつりあっていましたか。<同 じ

間違いをしていた。>

N あっています。 ,

T ふた りで、たしかめてごらん8

S Nち ゃん、10か ら5ひいて 5。 ここ 9で、

231い て 7。 ちごとう。 475円やわ。

N わか らへん。

S ここ9に なっとうもんな。 4になるや。

N そうか。

このふたりは、 1時間中でも学習を進める

ことができる。が、ふたりが同じ間違いを

していることもよくある。「 もう一度ふた

りで、考え直して、どうしてもわからない

時は先生に尋ねなさい」とくり返すことに

より、ふたりで学習を進めようとする態度

が育ちつつある。

家庭学習 も、「 ここまでしてきようなdと

計画を立てるまでになった。だからひとり

が欠けると、「 寂しい」と口にする。

Ⅳ お わ り に

障害児には、教科におけるパズ学習は無関係

のごとくに考えられてかFl・ 究も進められていな

い。こうした中で、「 どうかかわり合えばよい

のだろうか」 と、暗中模索の指導を続けてい る。

なんといって も、生活指導の中で、われわれ意

識を育てる集団へと、組織づけつつ、教科の中

で、内容を吟味してバズ学習を組み入れる必要

がある。

教師のこうした気構えが、子どもを少しずつ変

芋菅寸てしr`?で嗜年しrな も考4ぅ 。

本当に、「 このようなてだてをしたら、こんな

になったdと 言える程でもない。

根気強く、子どもの可能性を信じつつ、ひとり

ひとりの変革を目指し、歩み続けていきたい。



第3画全国バズ学習研究集会

すべての子ともを参加させ

理解させるall造的授業過程の研究

謳蝸県春 爾非申菫菫部幸学校

1.は じめに                 .リ ーダーを選ぶときの姿勢

わたしたちは,昨年度の反省に立って,全    ・ 班に なじめなかった生徒の指導

教師が意欲的にできるようなとりくみをする    ●指導する時間が充分とれなかった

ことを確認し,研究主題を,「すべての子ど   ②第 2次期のてだて

もを参加させ,理解させる倉J造 的授業過程の   ア班日記の内容について指導する。

研究Jと 決めた。                0生 活 。学習上の問題を自由に書く

主題にせまるために,学年部会 .教科部会.   0班 圏記の輸読

全体会を設けた。学年部会では 1年 .露 年 .    圃0ム ダ話が多い 0忘れ物が多い

3年 。特殊教育の4つに分け,体制づくり.     ・ 話し合いがうまくいかない

課題 。とりくみ方 .評価 .意欲づけ 。その他   イ.班 日記の内容を問い直す

「わかりやすい授業法」についてそれぞれ指   ウ学級・班の約束事をつくり守っていく

導目標 .実践計画をたて研究の充実をはかっ    回 ムダ話 追放ノ ●授業を真剣に

てきた。また,教科部会では,各教科ごとに    問題点

教材研究,教材の精選から生まれるよい課題    ・ 班日記にでてきた問題を学級全体にぶつ

の追求をすすめてきた。そして,全体会では,    l・ Jる 時間的な余裕が充分なかった

学年間,教科部会との調整をはかり,横のつ   ③第3次期∽てだて

ながりを密にし,教師間の共通理解をはかる   ス短学活のあり方を考え合う

ことにした。                   0短 学活の公開一→短学活を聞い直す

2.バ ズ学習の体制づ く り       4短 学活の形式を学級でくふうする

(1)バ ズの取り組み (短学活を通して)      ウ班日記の内容を短学活に反映させる

①第 1次期のてだて               問題点

ア小学校の生活習慣を生かした一斉による朝    ・ 班にとけこめにくい生徒の個刷指導とBI

の会・帰りの会を実施する。           きこむてだては?

・ 連絡事項の確認と徹底            0短 学活の意義な理解し自覚しなければ,

0-日の生活目標の決定と反省          充実したものにはならない

イ。清掃・給食を通して,班の必要性を感じ班   (2)バ ズの組織づくり (学級会を通して)

編成を実施する。              ①バズの意識化のてだて

・ 班の目標    0班 長の役割        生徒自らがバズ体制づくりを進める上で聞
0班員の協力   。班の記録を書く      題点に目を向け,自 ら向上していこうとい

e班 を中心とした活動             ぅ意識を育てる

曳「バズ学習の手びき」で学び合う        ・ 学級の係活動の組織づくり

問題点                   。仲間意識を育てる級訓|の決定
e形式にこだわらず,バ ズの必要性を実感    o自 分たちの問題を解決する学級会

として受けとめさせる。
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0学年の問題を話し合う評議会・委員会

②実践の中から

各 自,各班でかかえているFnt題 を自分たち

の問題 として,学級会で話し合い解決策・

実践例を持って評議会にのぞみ更に討議 し

学年の統一化をはかった。

国 。「 班の話し合いを活発にするためには,

どうしたらよいかJ

。活発な人の隣りに,お となしい人をす

わらせる。

。おとなしい人を班長にする

0お となしい人を集中的にあてる

e tttll的 に全員にあてる

。1回 の話し合いに, 1回は発言する

。班で発言表を作 り,記録する

③意識イじのあらわれ

ア.Fパ ズ学習の手びき」を参考にし,自 分た

らの手でよい班づくり,班編成をしようと

指導のてだて

0班の必要性と助け合うという意

識を育てる。

・ 班活動を高め合う。

・ バズ学習の理論を学び合う。

。バズ学習のよさを知る。

O学習への参加度,意欲を高める。

O壼,学級の相互作用を高める。

曳競抱での能力差の問題

亀講じ合いの結果,わかったょうな錯覚
にとらわれることがある。

aム ダ講,依頼jが , きびしさに欠ける間

種の解決策は?

-2-

機授業への体制作 り (授業を通して)

指導の過程
鬱…膏授業     。

Φ慇入組みによ藉授業 ③
翼較

／ヽ

[且曇文卜
による授業

[>比較
0バズ学習

授業の中の問題点

=話
し合けが深まらず,焦点がばけたり

して,同一歩調でかみ合わない。
イ.わ かった生徒から話しを切り出し,わ
からなけ生徒が育たなしヽ。

り う意識が見 られた。

イ,薩毎に約束事酵決め,守 ってい こうとする

態度が見 られた。

た学級会では,各麗の溝動状況を評価 し合 う

ようになった。

義評議会では,問題点の解爽策の検討及び学

年 としての統一“イしをはかは無運が見 られた。

4班や学紙での約束事を守れない生徒への突

き_Liプがj通 参れ る。

問題点

。パズに対する意識イれは見 られ るが,実行

実践がともなわない。

。甕の伸間への配慮がなく自分 と同一視 じ

た評価で批半導しがらである。

・ 批判が学級裁半J的なものになるおそれが

ある。

雙業の実践愧

○不用なものは おくな /

10各 自考 え ,考 え た こ と を メ モ す る 立 式

|。 轟ξ足警2竜 まで話し合う)

1 雪ぇ憲:ヽ

人は,ど こが解らないかをた

10結論 の で た人 が ,考 え 方 を 発 表 す る 。

|

|○ 弔 署 ζ F解
で き た 人 を 申 Nも 再 度 話
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お。霧饉 の進求

わたしたらは,授業での笙徒たちの「ダレJ,

「としくらのまずさJ,瞳欲のなさ」, 陣 習規

律のなさ」の問題を,生徒に負わせるのでは

なく,逆に婚のような状態のなかで授業を進

めている歌師側が負わなければならない問題

であると考えた。ずなわら,授業場面での教

師の課題設定のまずさ,課題へのとりくませ

方に欠点があほと反省し,「課題の構成と機

示,課題へのとつくみ方の指導」に焦点なあ

て,ま ず,各教師が自分の授業の問い直しを

する実践を進めていった。

(1)経験あるK先生は,「一次関数」の授業

のあと,課題設定の意図としかたについて,

次のように説明している。

① なぜ課題を自主編成したかについて

ア。正解さえ得られればよいと考えれば

数学は生徒にとって課題が解りやすい

科臨である。ところが,教科書の記述

は必ずしも生徒にとって解 りやすいも

ゆになっていない。特に「一次関数」

では,教科書の記述は,文章題からど

のようにして関数式や連立方程式をく

みたててい くかという方法ばか りを追

っていて,かんじんの「一次関数とは

どういうものか」が生徒に解るように

なっていない。一次関数を教えるから

には,第一の条件として「初めにある

値があって,そ れが一定のしかたで増

加する関係を一次関数という」という

考え方を教えなければならない。その

ためには教科書の記述は使えないので,

教材を自分で編成していく必要があっ

た。授業で,「増量一定という関係」

を発見したのは,あまり成績がよい子

ではなかった。このあたりに教科書の

記述と生徒の思考とのずれがある。

イ。解 らせるための課題設定ということ

からいえば,教科書の中から教材を精

選して与えるだけではどうにもならな

い。思いきった教科書のくみかえをす

る必要がある。

② 課題にどうとりくませているかについ

て

ア.全員が解に進とやめざしている。冶

のために 1よ

。 教師の設覇ιよ何がi可 で毯聞わせは。

聞いてなくて解 うなか っヽた豊後には

再自分のとつぺみの霧さ_Jを意い知

いぜでやは。

③ 筆記や轟 し合いの途導でも議携が

始まったら必ず 難前を出け亜と指示

して,注意を集中させる。

③ 態度上の問題は,気づいた時,そ

の時始の場で指摘してやる。

O 正解の発表ばか り聞いていたので

は,義 分の誤りの原因がどこにあ眸

のか, どうすれば誤りをしなくな為

のかがわからない。まち烙れ をヽ大切

にとりあげで,「 どうしてま携がた

た0か」を考え。させはことも欠わせ

ない。「授業率の発表で来年 3月 ま

でlla59回 まらがえよう」を合言葉に

している。

イ.「なんとな く解ろ」ではだめだが ,

「説明をきいた り, 自分の言葉で説明

してみた りして前よ りは解ってきたよ

うな気がする」というところまでは,

最低おさえていく。

ウ。 自分が本当に解ったかどうかについ

てιま,「自分の言葉で友だらに説靭じ

てやれるか」「類似の応用問題がとは

るか」と,生徒が自己評価でき鶴よう

に課題をなげかけている。

学んだこととして

。課題を生徒といらしょに考えようとす

る先生の姿勢と,何が何でも教えるぞと

いう迫力とが,生徒の考える意欲を生み

だしていく。

e「聞け」,「考えよ」,「班の中で説明し

あえ」とい う指示に対し,ス イッチのき

リカ>え 力ゞてきばきとでき, ひとりもはみ

出る生徒をつくらないのは,日 ごろ働きめ

細い指導のつみ重ねがあってこそである。

・ 「第一次の説明で解った人は?」 「第

2次の説明で解った人は?J「第 2次の

説明で解らた人が,こ れからの班の話し

あいの中心だぞ」 と段階的に解る輪を拡
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大し, ひとりも連がさずに解みせていく。

授業のテクニックは,すべての生徒を大

切にしてい通つとする教編の姿勢にささ

えられた F思想のあ饂授業技術墨である。

o 生徒たみがおじζすずに発表℃きるのは,

まるがしヽそ」か配し4fく 重rも れヽしヽ授業の雰

畿気があるかのをあり,教科の学習を通

いて培われてける教師と生徒との好まし

もヽ信頼感情があるということである。

(饗)邑 れに対して新任の F先生は自分の授業

をふうかえって,次のようl・ C反省しながら

仲間嬢批判を謙虚にうけとめているc

① 課題の選び方がまずくで,学習に混乱

をおこした。 (課題と轟標とのずれがあ

って夕それが課題のな らいを不瞬確にし

てしヽあ)

② いかにしで解らせるかという基本的な

ことを置き去 りlr_し たまま授業を進めて
鋲
些嫁夢終轟

″
になってしまった。 優騨護

が生徒になって困難だとみた場合, とっ

きに授業展mを きつかぇてもヽく判断が必

要だ。教師の角量はここにある。)

0 議種のくふラフ説明の不徹底, ヒント

の提示等,そ の場その場での具体的なて

だでに乗気であることをさらけ出した。

(意欲がでる課題は難しいが,今は課題

を出しためとを大切に減節 ― 生徒にと

っては「解膊」ということが,次の学習

意欲 l・4つながってひくことになる)

爾題点 として

鬱 「解ったJ, 訂解 らない」という本当

の気持らでの反応がまだ弱い。はっきり反

応で難る生徒を育てるにはどう指導するか。

。 F解った轟という生徒の自己評価をど

の程度信頼して進めていけばよいのか。

・  運進児や学習活動でつまづきのある生

徒と課題とのずれのあらわれる場合, そ

のずれをどう埋めながらとりくませれば

よいのか。

0 盤徒の学習への気塊の不足があるが,

「学ぶこと」の意味や価値をどう教えて

いくのか。

。 授業の目標に即し方向性のある課題を

構成するためには,何が必要なのか。

,        -4-

4.学蒻 又悽 箋嵩峰 るた め :こ

わたしたちfま ,盛徒が学習に参麟し,理解

していくための最大の要因は学習意微である

と考えた。そこで,満足度 修集中度 .積極度

持続度 .充実態 ぅ意味態 。燻属惑 .競争と協

力などの学習慧欲を高吟4こ とに深い巽係が

あると予想される事項檜意図釣にとり入れた

授業実践をすることを奪し合わせた。

(1)意欲的に 町講し合い」にとりくま越るた

めに, どのような課題を与えているか。

① 生徒の生活に密接しているもの,わか

りやすい具体的な資料をもとにした課題

を与えて活発な話し合いができるように

している。愧えば, 3年社会科「行数を

国民生活』の導元で老人間題をとりあげ

て,そ れがどのようにおこなわれ, どん

な問題があり,今後どうしたらよひかを

考えさせるため,ま ず,新間の老人の自

殺記事を資料として与え,『 老人が自殺

する原因はどこにあるのか』という課題

を提示し, バズさせたところ話し合いが

はずみ,教室全体が生き生きとしてきた。

② 生徒がもっている一般釣0常識的な判

断では税明できないような課題を投げか

けることによって,意欲的llC話 し合わせ

るようにしている。例えば, 3年理科の

「生物 と環境」の単元で,春園井市のホ

タルとアメリカザリガニの分布について

S20年 を348年の比較図脅OHPで 提示

し, F80年前に比べてホタルは著 しく減

少しているが, アプリカザリガニは増加

しているのはなぜか 惑とけ う課題を与え,

パズさせた結果,水が汚染された→なぜ

汚染されたのか → 陶器工場の廃液や農

薬の使用 → えさがな くなった → ホタ

ルが死ぬ ―→ ザ リガニはなぜふえたのか

→ 移動力がある,何んでも食べ る,繁
殖力が旺盛 ………。 とい うように,話 し

合いが深まった。そして,同じ環境の変

化に対しても,動物の種類により影響の

うけ方にちがいがあるとい う事実を見つ

け出した。

この事実を見つけた「喜び」がこの単

元の学習意欲につながった。



(2)積極注,持続性をもたせるために, どの

ような課題脅与えているか。

① 学習プロフィールをつくり,い くつか

の弱点を発見したり,一つ一つの学習内

容を完全に理解したかを確認でき薇よう

にしても)「 。例えば,数学科におlllる 数

と計算部F号 における学習プロフィー・ルの

実施の試み l・A,生徒の主体的意欲的な学

習態度の育成につながるものと思う。

② 個人のタイムを記録することにより,

個人国標の設定とその至J達への意欲づけ

をはかった。例えば, 3年体育科では,

体育の授業の開始と同時に自主的に長距

離走がおこなわれている。

5/23 5/28 6/3 6/6 6雄 豊

内衛 幌 3′ 37/′ 3′ 20′
′

3′ 10″ 3′ 08′
′

2′ 55′
′

羅 康 2′ 58〃 3′ 04〃 3′ 04″ 3′ 08′
′

2′ 55′
′

大倉直己 3′ 03″ 3′ 04′
′

2′ 51″ 2/57″ 2/56//

計時や記録は,主 として当日の見学

者におこなわせ,見学者 も授業に参加

させ るように配慮 している。

(3)意欲づけをするために, どのように課題

陸提示 しているか。

① 実験や実習をおこなつ場合に,まず,

予想や仮議を立てさせ,そ の理由につけ

で話し合わせ,対立や矛盾により思考に

ゆさぶりをかけ,そ の解決のために実験

観察をおこなうようにしむけている。

②  O亜 Pや スライドなどにょって,経験

を補 うような興味のある資料を提示し,

その内容をもとにした課題を与え,話し

合わせるようにしている。

③ 実習,実験などのように作業をともな

う学習活動においで,そ の結果をもとl・C

して一般化する活動は作業 l・C比較して慧

欲を失いやすい。そこで,班 ごとにTP
をつくらせ,そ れをもとにして,OHP
で発表させた結果,自 分たちのTPで発

表できるという
鷺
喜び"に より,意欲的

な参加がみられた。

④ ある一つの種材について,班ごとに学

習計画を立でさせ,総れを実践させるこ

とによって主体的に学習にとりくませよ

うとしている。例 えば, 3年体育料のパ

レーボールの題材においてはPつ ぎのよ

うな実践がおこなわれた。

学 音 の計画表の例

3年 1の細  山 圏 新 薔 鍛 難

責 任 者 の順 番

1.谷 圏  盆ノ諸 圏  3桜 井  4横 井

軌種 難  Q桜 井  7幾 圏

練 習 方 法 及 び そ の順 序

前 半 の 4時 間

発翼i3J(I圏

{な [嚢T H=
反  省

■0月 15日 (火 ) 責任者  谷 口

最 初 の練 習 の た め ,ま と ま りが な か っ

た 。 も っ と,楽 し <,一 生 け ん め い に や

る よ うに した い 。

■0月 ■7日 (本)責 任者 竹 田

今 日は ,能 率 的 に ,楽 し くで き た 。 し

か し, 1000m走 を や って か ら の練 習 は
,

時 間 が な い し, くた くた にな る の で考 え

て ほ しい 。 (以 下 略 )

この授業を見合って話し合った結果,

つぎのような意見や感想が出された。

。 生徒の楽しさ『 熱心さがムダ話を進

放し,参加度な高めてけた。

。 生徒に自分たらで作った計画を実行

しよ傍としヽう意欲がみられた。

0 責任者を順番告Jに し,互いにリード

させることにより,責任感が育つ。

・  終末の反省は,次時の意欲づけに経

めて効果釣であった。途中にも話し合

う機会を設定したりどう力、

o 生徒に学習計画を立てさせ,主体的

に学習させる試赤を,今後,各教科に

とり入れていきたい。

に)授業における暉時評価は, どのようにお

こなわれているか。

① 授業展開の節々でおさえをおこなって

いる。 (2頁の授業実践例参照)

② 反応器による郡時評価を試みている。

これは,挙手やハンドサインによって生

じがらな耳さかしさやためらいをとり除き

学習活動への意識を育てている。
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‐3.:kl子 を 学 級 に 溶 け こませ 九 生 活

バ ズ の 実 践 fll(特殊学翻

IQ47の女生徒 (二年)K子が普通学級

より入級してきた。

入級当時,顔 .手 .髪 ・服装など殊だしな

みが非常に悪く,特殊学級及び友人に対して

拒絶反応を示し,学級の中に溶け込もうとす

る姿勢は,全 くみられなかった。又学習に対

しても慧欲がなく,授業中においても何度か

席磯立ち, 農己申心的な行動がみられた。

学級の生徒も嫌い,同 じ班になった生徒は

給食時などK子 と反対の方向を向いて食べる

とい つありきまであった。

昨年度は馨1懸 続き学級の目標 (綬気ある人

づくり,現 はく豊かな人づくり)を めざして

全員が臨発しようとしている時,大 きな障害

となった。

(1)K子 を仲間に悪1き 込むバズ活動の開始

総 帰 りの短挙活の反省会で生徒か ら突 き

驀づさ彗た。

輸 学懸て,「に子 さんなよくしよう」 と

い つはで生徒ひよりひとりが五子につい

て憩ってい る遺とな轟し合わ慧鑓◇

輔 音楽や学活の時間にK子の得意な独唱

なさせた り,オ ルガンを弾かせ,K子 の

主張の場者与えてやった。

(露)侍 %に溶ζヂこみだしたK子

六月下旬喚より目にみえて行動が変容 じ

てきた。そして,K子 と共に学級が次第に

安定 してきた。

鬱 学習意彼が出てきて,授業奉 も坐席を

立のことをまなくなって意た。

② 友人 と場にく接するようになってきた。

③ 身だしなみに気をつけるようになった。

鬱 与えられた係の仕事,清掃などをすす

んでやるようになった。

(3)問 題 点

K子がよくなったのは,仲間からの突 き

めξプであ り,巻級をよくしようとする生徒

たちの願いがあったからであり,特殊学級

生後の努んの結果である。

ただ残意なことは警通学級の生徒のがな

い言動がよくな つだしたK子の心を傷つけ,

途苧ター週間 ぐ0い の怠学 とい うつまづき

加させ,よ くわからせるための研究べふ

ったのであるが,学習を一層効率的に発展 t

せるために:ま ,学習過程の研究を進める|と

時に,学校生活のすべてにわたって統合化を |
めざして実践されなければならない。従って

問題点 も多面にわたって提起された。

。 新 .転任教師に限らず,再度理論をふま

える必要がある。

。 学年部会を通 して個々に問題をもち,研
究を深めていることは評価しているが全校

賓TttyIし 言年間の横の
つながり→1華罐

な り勝 ちである。          ■■

0 1年 生での体観づくりの問題 も, 雛3年 |

生へ進むにつれて始の基本が疎かになって |‐

い る。

。 授業企闘鍮多くもったこ亀ξまたいへん意|

条轟膊ことであった蛉SP それを教科部会で―
|

充分ま竜な討し合う時鶴を持つことができな■|

かった。饂科轟会ξ蓬おいて課題についての |

遣求をしたしヽ。

よい課題 (教師の考えた)を投げかけて■
も生徒に受けとめられなかった。同一単元■|

で次の学級で,よ 変えて投げかけたら成功し||

た。 このようなつみ上げの課題集録をした
.

籾
参 8年部会で!よ 綴々の数師の主体性のある |

銹甕蜀靡菫とい うえてまたか らテTマ をし

ばらなかった。 このため,いろいろな分野

についての鍵錢lS行なわれ,討論の際,具 |

鉢疱な議し舎けができず,纏人の実践の発 |

表を聞くことが主になってしまったよ|は
・  すべての教鐸が現義教育に主体的にとり

くむ!こ :よ ,どのような南法で研究推進をす

曇窟菫壼U鞍私は上記の間鐵点の蒐姦|:墨麒
め,パ ズ彦習の量なかたりへ靱共通理解をも■

とに強めを実凸は続けたい。

し` 。
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葬ノト賀ボ‐プマTン,言
「継 鋼ζ麦幕会

ノヽバ暑編づ,,く 11り あ響通tFと りく

え鋳募書爾琴蒙舞
=著

輩考ま

農 曹 黎 ニ

I恭 七棘  |
l・ 仏好,の鍛シ薙

黎盛:|とって篠 せは、費務鍵を条篠_皆宥

oま率など、tヽ ら、ヽ■なヂかわノj♂肯煮農タ

で薫そサしてみると、ノ薇調として生ま■すこ′`ら

:ミ 銀、人銅ヒして笙碁
=tf、

ということ1二 つ在

る。こ参J護ぃなボ鈎て、瑾齢tt看るル垂む妹

プするここグ、瀬 のイ千現でわや,

このことから、私たち練、ルp端 卦ま

たた地 ■なることを目燃L.ている。

(1)人間の専強さき感:空

・ヽ もら_

位)伝ま角r_平等錆彎像で夫えらネた募〔づ

くイ11■ 1雲 ヂ糞〕考鮨螢

I      )自 こま現在́す
―́
テ亀ψ`なものにずる

:―    力ともっ“

一――― 色こ贅現力をもつ曇縫 一一

2薄輛勧 瑚 点

響)べ人ネ覇づくゲ七基蒸として参奪彗象

電づくり、

拳無慕理,笠表金募銅.7フガ

阜ぎ、 鼈 卜■ .

装i ‐1真:言

義募寿年■三華妾暴ittfJ・ギ五

←)婚 機 驚     ■ :

j`式上、こつ
`磁

蒔騨幾勁編申 こまず、:

ま警 奪雌 機 蒙rして選審等幻多梓盪髪澤暴肇囁「ヵ

ニ ノ`ズ窯弯づ<サ

l.褻釣       ‐‐ _二 11-

亀色奪 オの尻衛 が電っこと虚褻無とす

る.:               .   :

2齢 赫 錬     
三
i｀ 1,t

tり :畜主釣1白待的な≧ふ tなる

:呵角をもって穿ヾ し、重んで菱孝し、多み

色納 る。           :
解)等梓多

`ク

に入 物 る勢 二なる。

オズきつか纂 関連づ吋:`委ある。

9押 三露 かめる」(参 瑠 鶴 て、自宅t

i轟?):
Oi種な工しく,薬める。(れtと琴睡する・ 毒

｀

罐 &ます・)

0 ここ掌ぶ、幾購が筑≧めらわ種、彗た澄rず

ネベ燕静で暴ることを錯離:写 る。(■ とご麦

大切にする機 つくる。)

毬〕通
「

轟ぅ|■ 鎮、年 i■ i響事、業ギ 聴 畢毎
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:(さあ、`とうそ 一二纂く豊場

蒸iミヽヽわビて 一一労すこ場)

t79自こ1琴韓、募鋼のなかで式サ立

?ことと婦 ずる。(像磨́ 1`す ―一

絲 ,雛  一 齢 な サグ

たし,)

勝1豊 ・治勧

鶴 晦 難 、イ =と 一 黎く

こ独欝蒙家かである。(■ ミュニケートず

ること〕その内ちば、わごつことぞ〔柔毎
・嗜鮮ミ)。 もあたなること←き性花)マ
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第 8回全国バズ学習研究集会

自己指導・自己実現を紗ざす鉦後の育成

愛知県春 日井市立藤山台中学校

l.!ま し め)に

私たちは,今までのバズ学習による学習過程の実践研究を地道に続ける中で,そ の中の大切な要

素である評価活動に焦点をあで,「学習過程における評価活動Jと して取 り組んできた。本年度は,

それをさらに深める中で, F自 己指導・ 自己実現をめざす生徒の育成」をめざしている。

現代の社会は,相互依存を不可欠とするものであるから,そ れな出発釣に求めながう, 轟己の権

rlJや 義務に関しては, 自分の判断に基づいて決断し,進んで自己を実現し,自 己の権利を主張する

とともに, 自己の義務を積極的に実行していかなければならない。それが現代社会における自主整

である。生徒自身が自主的に自己指導 (自 己の行動の過程を目標にしたがって制御していく)で き

るためには,そ の追求しつつある目標を明確化することが必要である。それには,よ り具体的な行

動の形での下位目標が設定されることが必要となってくる。私たちは,生徒が,自己の追求してい

くべき主要な下位目標を賢明に選択し,そ れを具体的な行動の形で明確化していくことを,援助し

てやらなければならない。

2.目 標 をめ ざ して

(1)生活の統合化の強調

「 自己指導 。自己実現をめざす生徒の育成」をめざして, これに到達すべき教育の場を用意し

なければならない。その場は教科学習と生活指導とが分離した形ではなく,学業生活や,生活指

導の中で,あ るいは,家庭生活,社会生活の中で 一― これ らが一つのサイクルとなり,有機的な

関連を持ちながら,すべての生活を統合した中で考えなければならない。

,(2)集団の機能の強調

人間は人間の中で育つといわれる。人間同志の葛藤場面の中でものを考え,ま た注意し合い,

激励し合ったりして成長していくのである。豊かな人間関係は教育の最大の基盤である。この集

団のもつ機能を,よ り有効に,よ り意図的に活用していきたいのである。

野原に育つ一本杉からは,良材は得られない。杉は杉林の中で良材となる。なぜなら,他から

の影響を受け天に向ってまっすぐ伸びるからである。

(0 きびしさと楽しさの強調

自己指導・自己実現できる人間の育成は,不自由で拘束された教育環境の中では到達が困難で

ある。楽しくて豊かな環境の中にこそ,生徒の自発性・自律性は期待できよう。

しかし,は きちがえた自由や規律のない無責任な言動は厳に戒めなければならない。生徒相互の

のきびしさ,生徒対教師のきびしさの中にこそ,真の建設的な考えは育成される。ここにまた集

団の力の必要性が改めて認識される。

(4)自 律 と他律

すでに述べたように,学習は授かるもの,与えられるもの,拘束されるものではなく,自 分で

考え, 自分で伸びようとする,すなわち,学習を彼等自身のものとしたいのである。教師はあら

-1-
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    i

ゆる手段を使って,こ の意志が達成されるよう努力しなければならない。時にはきびしい叱責も
あろう。時には規則も必要であろう。しかし, この他律 もやがでは, 自律できる人間の育成が前

提でなければならない。

3.実態 調 査 か ら

(1)何 が彼等に意欲 を起 こさせ るか

「何が彼等に意欲を起こさせるか」学習の場を中心に 1年生の生徒にアンケートを試みた。以

下はその報告である。

(調査対象 1年生 90名   調査年月日 昭和 49年 5月 28日 )

① 家庭学習は家の人に注意されないでも,自分から進んでできますか。

自分から進んで学習できる …………………………………………………………… 70。 0%
家の人に言われないとできない …………………………………………………‥… 30.0¢

家の人に言われてもできない …………………‥………………………‥…………  0%
② あなたは宿題などなくても,自分から進んで問題をみつけて学習できますか。

自分から問題をみつけて学習できる  ……………………………………………‥ 44.4¢

宿題や課題がないとなかなかできない  …………………………………………… 54.6¢

宿題や課題があってもできない  …………………………………………………… 2.0¢
③ どんな時に自分からやる意欲を起こしましたか。 (高率を示したもののみ)

0先生の影響に関するもの

先生か ら参考になる話を聞いて  …………………………………………………… 578%
授業中に学習の ヒントを与えられて  ……………………………………………… 50.0%
先生に激励 されて  …………………………………………………………………… 32.2%
授業にほめられて  …………………………………………………………………… 18。 6¢

e夜だちの影響に関するもの

友だちがいっしょうけんめいにやっているのをみて  …………………………… 6■ 8¢

授業中,同 じ班の人の影響を受けて  ……………………………………………… 24。 4%
短学活の話し合いの影響  …………………………………………………………… 16.7%

e家り人の影響に関するもの

家の人に忠告されて  ………………30… ………………00… …………………・・… 48.9¢

家の人が勉強しているのをみて  …………e e… …………………… 0ヽ… ………… 18.9多

家の人にほめられて  ……・・…………………………・・…………………………… 15.6%

・ 自分の意志に関するもの  …

テストの点を反省して  ……………………………………………………………… 66.7¢

自分を反省して  ……………………………………………………………………… 66.7%
やらないとついていけないから  …………………‥……………………………… 41.1%
学習がおもしろいから  ……………………………………………………………… 35.6¢

進学のことを考えて  ………………………………………………………………… 24.4%
④ 学習に意欲を起こさせるもの,学習をやらぎるを得ないようになるものにはどんなものがあ

りますか。 (高率を示したもののみ)

テスト  ………………………………………………………………………………… 75.6%
テストの点の悪いとき  ……………………………………………………………… 68.9%
一時間終わりのまとめテスト ……………,0… ……………………………………… 65.6%
同じ班の人の影響  …………………………………………………………………… 60。 0%
先生から注意 しかられる  ………………………………………………………… 44.4%
宿  題   ……………∴・ち………………………………………………………… 51.1%
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テス トの点のいい時  ……………………う。・・・・・・―・・・0…・・・・…………00… … 42.2影

先生にはめられる  。・……・・………・・・・―・む―。・・・・…輌・・・・…… "・・。・・・。お・・・ 55.5纂

家の人にはめられ る  ……………・・・・・・…。・・・・・。・…・。・―・・・・・―・・・。鮨・・・・。 38.9¢

授業等の話し合い活動  …。・・…・・・・・………。'― ・・・・・。・。・・。・…・・―。・・―e.。 35,3憾

家の人¢注意  。・…・。・・……。・―・―。・・―。・・―・―・・・・・―。・。・。・・……∵・・°・ 30・ ⑮緻

友人 l・4は められ る  ―の・。・°・・・…。…・・・・・― ・・・―。・・・・・・・・・・・・・・―・・・も
'・・ 30。 ③¢

指名される  °"… '。・・………・―・・・―・・……・・・。・・。。・・ 3ヽ-・ 。・・。・。…0。 ……。 4o.o¢

反 応 器  …… … … … … … … … … … … … … ・・・%e e s.・ … … …・ 27。 8¢

楽 しい授業  ・・……・・・・………………・・………………・・・・・・。・・・・0蒻 Q― 。・・―。 33.6%

静かな授業  ……………………………・・・。……………。・……。・・崚―・會…う。…… 26。 3¢

グループノー ト  300● ……………………・。―・・…………・・……・“・・・―・・・―・。
2量 .l%

⑤ 意欲をなくすものはどんなものがありますか。 (高率のもののみ)

友だろに笑われは  '00003… ●0… ●・・。・e―・・……………・。―。・・…・・・う。…e c.e TT。 自%

先生iか らノヾ力:こ される   。う。・・・・・・・・・・・・・い。・・・―。…・―・・・。一。e。 つ。。…・・―・ 75。 c籐

先生か ら無視される  。・・・…・・―・・・・・・・・・・。・…・・・・…・・・・。・…・0。・―・・。・… 30.4¢

先生にしかられ る  。・………・。'・・・…3● e o O● ,0・・00C― 。・・の。・・・―。・。・―・・…384.4岳

家の人 l・Cこ ごとを言われる  …・・。・…。・・。・・。・ 。ヽな。・・。・―……………・0。・・・・。 44.4蟷

宿題が多す ぎるとき  。・―・・……。・・・・―・・゙・・・ゆ・・0。 ・―・・・―。…・・黎…・。―・・ 34。 7岳

癬轟がなずか しす ぎるとき  ・゙・・・・。・・・…・。・・――。。中・。・・・foC° C・ e_・・・・… 15ぅ もジ

蠅じ箋に学習のじゃまなす碁ものがいる鼈  。む。。。・…。53崚 ・・。・・"…・・・・。・§―。42.4襲

静かす ぎる授業  。§―・。。こ・―。。。・。e。 。G・ 。・・・―。・。・‥苺。・・・・。――。C・ ξ……… 23.3¢

◇ こり結果鯰ふて我を教師 :よ 鋼を考えたらいいだろうか。私たちは無意識の うちに生徒の意徴を

なくすようなことをしていをましまいか。

また,私たちは生徒が意欲を高めるような教育の場な つち法,技術を意轟持に考えることが懸

要であるも。

(2)自 主性 の意識 調査

亀主性の意識調査を実施 し,生徒の実態 と問題点を知 つ,今後鶉鰺卜に役立てたいな願った舎

調査 :ま , 自主性についでの意識を,主体注 G自 発能 を4己 主張・麗錘卜の けつの位Xが 会見る

こととし,各蝿いに 3つの選択肢 を作った。 さらに我mに めた場で :よ 9い わゆるはなり鍾%をN
べる色のな経数番号 とし, この 農間を組み合わ鸞で作成 しえ。 乙辣晰舎9た だ一愧だξまで実はが

蒻査できるものでξまない とはよくわかはか概要わつかわこと‡よ可院 と考えて, 3年生全員 15⑬ 亀

を対象として調査した。

ア.主体性 :こ ついて

固 1 あなたは, 自分のことは自分でしようと思っていますか。

Aほ とん ど思わない 1.4%  3と きどき思 う 23.4¢   0悪 っている 75¢

圃 露 あなたが毎朝起 きるときのようすは,次の うちの ぞれですか◎

Aほ とんど起 こしてもらう 21.6¢   B半 分くらい起 こしてもろう 92.4纂

響いつ もひとつで起きる 45。 9¢

イ。 自発注について

固 1 らなたは,人に言われなくて も,よ ひ ことは自分か な進んでやろうとする気持 ちがあり

ますか。

Aほ とんどない 2%  B少 しはある 60.8静   Gあ る 37.0%

圃 2 あなたは,廊下や階段に紙 くずが落ちているのを見かけたとき,次の どの場合が多いで

すか。
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8、各咆  熙番線をきけてみ鶉58.9磐   ぎ余攘影轟膚tごみ儡批.3番

ヱ鬱 貪直主張についで

国 量 らなた!ょ,自 分の考えな鐘人に主張することがてき裏すが。

ムできない 4,7纂   軋贔磐鶏乙ょってξまできは7慾 纂  Cで きは 21。 3鷺

圃 2 あなたは,学添の話し合いでよく発言できますか。

A‡量とんど発言しない うg。4纂   0時 々発言する4o.5%  ⑮積極持に発言する事.l纂

オ.責任感について

囲 1 あなたは,仕事や役割がきまったとき,そ の内容や責任について考えますか。

Aほ とんど考えない 2.7¢   B少 し考える46.6各   Cよ く考える50.7%

圃 2 あなたは, 日直になったとき,つ ぎのどの程度の仕事をしますか。

真学級目誌を書 く程度 5,4%  B黒板を消す程度 84.5各   C教 室環境の整備 10。 1係

◇ よいことは進んでゃろうとする気持ちはあるが,実際に自分から進んでやる生徒と,言われな

ければやらなしヽ生後とが半々となっているが,いずれにしても言われなければやらない生徒が全

体の半数を示してい卜のは,ま ことに残念なことである。

● 曲分の考えを主張する場合,内容まこよっては主張すほとするものが75¢ ,主張できるとするも

の巫椰に対し,積極的に発言するもの:よ 饉か 8係 である。‡量とんど発言もないとするものが約半

数の懸忠纂もおり意識と行動¢ずれが感じられ鶉。

◇ 轟直まこなって,そ 鍮仕事の内容や責任を考えなから毯,数室環境鍮慟鑢までや卜ものまま,ξ重ん

0わずかで,大半は黒板を消す程度に終っている。同じょうに,少 しは考えるとするものまでも,

大半は黒板警溝ず程度であ釉。これば闘直の畿事のぬ答警黄錘について,な んとうによく考えて

やっているのか,理解できてなもヽのが,進んでやろうとするRがないためからが,教師側の指導
に当っての資料となろう。

以上の実態調査か らも指導すべき問題点が指摘されている。また,高蔵寺ユニータウンとい う轟

地の幸で,全国から集まったつなが りのない生徒たちが多い。 このょうな環境 l・Cあ る生徒たらなど

のように育んでいったらよぃかの地域性の問題 もある。

最近の中学生 :よ ,受動的な態度が強 く,学業に対する努力やalj意 くふうlF_欠 tす る額向がな られ る。

また,一般的に亀主強や積極性に乏 しく, 自己向上に対する意欲に欠けているともいわれている。   ~
年令鋳にあて も,摘象鈎 e儡理的な悪考がかなつ竃能にな り, 農分なつの考え方をもら,自 我慧

なや曲己主張 亀輪くな書てもЪ辣。 このような発達上の時魏そ理解 し, どう燿 してい くかの問題があ   壼

る。

私たら!ま , これ らの議閥饉をふまえなが ら, 自らな律し, 轟らあるべき姿を求めて向上してぃこ

うとする人間の育成をめざすたのに,実銭啓重轟4い る。

4。 実践を通 して

(1)ほ めることと叱ること

人間だれでもは鰈毎れれば,いけ気になり,ま たやトラとぃう意徴を持つ色のである。はめる

というと認が大堵れたことのように思われたり,おだで感ことかと譲解されたりす(が,そ うで

はなく,上達なり,努力なり,いいところを正当に認眸てゃることである。「よく考えたなJ「
つまくなったぞ』 軒ょくできた」「よくやって懸たな」 訂いいとこ卜に輔ぉっけたな』たったこ
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れだけ辟ことなみに。生徒との応答の中で,ひ とことプ参との言葉わつ :す なえ膊範とて<は中

もち鰊れ,mttkOこ ど1の ょうに,単に 要つまく毅っ飽な_」 「 しょなずだ選だけ靱ξ量鍮方璧

続ければ,生徒で色粘雄詳としか,受けどうなくなってゲ裏う。構義警, F鸞 しかゅえなT, 色
こまで鐘いいけれどこれは譲 うだ, こう考えなくもちゃ選 夢こ亀までだ》たりなこぶんぱ等だ』

と激励を与えてやれまずさらに効果釣だ。

ほめると同様に叱ることな意欲を高あるには必要だ。まるがい』よ蓑ながなフざξま

「

なしてきが

しく忠告しなければならない。「それ :ま まるがいだ墓 Fな ぜ篠題をやってとない靱だ聾 軒みだ沐

をするのはやけな屏い塵こどもの自主装を尊重す眸あまり,譲まったR礫なや¨議やかしξ裁警饉

のllj瞬のできなけ人間を作ってしまつ。悪い行ないや人に迷惑にな又婚ないままはしく注意し飽い③

(2)一般化 (転移)のできる課題

授業で一つ鍛ことを学習したら,一つの知識の伝授にとどまらず①次のな習の議礫不轟けたり

興味を喚起する。②あらたな発見をする力となる。③実生活の中て応燿すほ力となるようなれぬ

的な学習とならなければならない。

例えば,社会科で占墳の学習なしためとで,春日井薫に急古境があ膠ζずれ ば調べてばらん。理

科で「てこ」の学習をしたあとで, くらしゆ中で「 てこ」を応用した色のないくつか深してご碧

ん。

このことは,単に知識を理解したにとどまらず ①学習のしかたを学ぶ C無議が生懸た色の

となり,実生活の中で役立つ。③興味を持って意欲的に学習ができる。tttll的な宿題も必要で忘

ろうが, こど色から言えば与えられた学習,拘束された学習となつ発展性がない。自ら学ぶ学習

一  学音そこどものものとしたいφである。

(3)学 習集 機 の成熟

教育が集囲で行なわれるのは,あ ながら経費や場所か ら翁箭』約ばか つではあるましヽ。簑闇の高

まつの中で轟こをふりめ,簾団鍛影響を受けで,燿 を高のようとする重要なファクターーであるか

らに他なうない。

中学生の進ろは友だらの影響を受 tヂ やすい。纏や発生が言って ら聞かないが友だらのい う通と

にξよ感数をしたりす巻ことが多い。集団が成熟 し,議毅鋳に輸事を判断 して出うの力で自らな場

して学習が開始 されれば,櫂 も必然的に前進するものである。

(4)「おいつめる」こと

こどもたち:ま ,自 らの力で学習や行動をしようとする。しかし,人間は弱いもので,や ろうと

思いながらも,ややもすると「安楽」に負けてしまうものである。そこで,籍かの刺激警求け,

自ら縛ってくれるものを求める。すなわち,や らざるを得ないようl・C進いこむことも,ま た恣要

なことであると言わなければならない。

(5)意欲を起こさせる発間

授業の中で,一言一言の発聞が生徒警勇氣づけたり,議欲を減選さ簿たりすほ。このことまこつ

いては,「 ほめること叱ること」 瞳 務の管懸は譲轟壺鸞壌で 1述べてきた。とこでは,そ の一

例をあげることにする。

雑布が足 らなくなって集めることly_し た。強制約に一枚ずつ集めようかと思ったが, こんな議

をした。「 この頃,雑布が足りなくて撮除がしにくいね。 自分たらの学級を美しくするために雑

蕪を持ってきてくれないか。布がなくてできなしヽ人 もいるかも知れないから2枚埓きる人は 2枚 ,

3枚できる人7ま 3枚持ってきてくれるとありがたい」といっておいた。翌圏,雑率は教卓の上に

つず高く積まれていた。 盆枚, 3枚 と作ってきた者 も多くあった。忘れてきた者 もB,4名 あった

が,教卓の上に積まれた雑布の曲を見て,申 しかけなさ骨うにぶ面していた。推鰊翌国には全員

提出された。

(6)自 己指導 と臨己評畿



自己を指導してい く上に, もっとも必要なことは, 自己の位置を知ることにはじまる。

授業の中で,学習したことが,わかったか,わからないかを確認することは,即時評価であり,

自己評価である。さらにいえば,そ れをすることによって,今後, 自分は何をすればよいのかを

知る力になり, 自己指導のできる人間の基盤をつくることにもなる。

その評価法のいくつかをあげるならば,①是認と否認 C幅互評価 ③学習のプロフィール

④話し合い活動 ⑤自己評価表 ⑥わかったら言ってみよ ⑦わかったら書いてみよ,な どがあ

る。

ア.社会科の例

∽ 授業構造

の 学習目標・ 自己評価・家庭学習のプリント

ニ・単元分 (約 10時間ぐらい)を事前に配布し,一時間分をノー トに添付し,家庭学習 した

ことなプー トしてきで授業にのぞむ。

0学習内容 。家庭学習の指示を明確にし,学習をより主体的な ものにす る。

●ノー トの工夫により,学習内容をより適格なものにす る。

磯感想,疑間点などを書 くことによって,よ り理解を深める。
・
図

教科書表題 学  習  目 標 自己評価 家 庭 学 習

⑬特別を価格
◎待   鰯

e特麗な価格の機能を理解する
。物価を理解し,物価の動 きをと

もな方を調べ る。

参極絡 と物価のらかも
。物価指数

イ.簿育科0例
器 械 運

マ ッ

動 向 轟 評 彊 表

卜運動 。とざ籍運動

(女――
r― 薦)

ひじを制さないで背をまるくして回る。

なめらかにうつ くしく行なう。

届 し つ 前 転

轟毅十覆魃轟彎立て

到達度  ①どうにかできる ② で きる  ③ うま くで きる
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発
展

フ ィ ー ト・ パ ッ ク

家 庭 学 習

属 し つ 前 転 背をまるくしてなめらかに回る。

両足がマット:こ つこうとするときに開 く。

主体の反動を利用 し,かかとか ら立つ。1申 し つ 前 転

足 かιす ≧が リー足か tす

後瀬ξ.踏 み こ しお り
スピー トをつけスムーズに行なう。

霧欝製+ざ込品発ぢ 上がり方と回り方に重点をおけて行なう。

種  藝 名
到  這豊 度

開 脚 前 転

4

25

26

鰤



回 屈しつ後転 ①まっすぐ回れない。 C背 をまるくして,ま っすぐ回れる。

③連続してなめらかに回れる。

年  組  番 氏名

ウ.美術科の例

―ノートによる評価

評価 目標

(⇒  レイアウト (配動 について・……・…

② 配色効果について…………

自己評価 反 省

②

相互評価 友 だ ちの批 評 意 見

(a

工.そ の 他

今までに述べた教科以外にも,即時評価・自己評価は当然実践されている。ここでは紙面の

都合で割愛することにする。

(7)目 標カー ドで

集団生活を円滑に営むために, さまざまな規制がある。例えば,週訓班目標がそれである。こ

れらの多 くは,他律的なものだ。しかし,集団の中の個人を考える時,切実に個人に対して「何

をプラスにしたら, もっといい子になるのか」と,思 うことがある。それも,自主的・自律的に

プラスする過程を経験させ,で きるだけ目標到達の満足感を味あわせることができたらと思う。

その体験が,次の活動へのささえとなるのではないか。そういう気持ちから始めたのが目標カー

ドである。従って目標は個人によって異なり,達成度の判断もまらまちである。

◇目標カー ド

②000は ,

班 の 話 し 合 い に 参 加 し , 1時 間 に ■ 回 は ,発 言 す る こ と 。 を

■ Bの み ん な に 誓 い ま す 。

△
話 し合 っ た け ど手 を あ
ιずな か っ た 。

体 育 大 会

X 守 れ な か っ た 。 X
あ ま り守 れ な か った 。

明 日か ら が ん ば り た し

X
手 を あ げ よ う と思 って

も , あ ιずれ な か っ た 。

20 ○ 国語の時間手をあげた ノ

○ 英語の時間手をあげた /

発 言 の 機 会 が な か っ た 。

(方法 )

o 生活全般にわたって,

自分を省みて,「こうい

う人間になりたい」とか,

「 この点を直したい」と

いうことを考える。  `
e 自分の考えた目標内容

について, 1対 1で検討

し, 自分の納得した目標

に決定する。

0 毎日,カ ー ドに自己評

価を記入する。

-7-



侶)そ の 1他 :‐
            ‐              |     ,■ |:罐

以上,学習指導の場における実践について述べてきた。しかし「自己指導できる人間JI:′轟

授業中だけの指導では至J底不可決な問題であることは「生活の統合化」の項でのべた
`紙

醸

合で詳細については省くが,そ の項目を拾ってみると,                ‐■

① 生徒の自主的な活動の尊重

0学指 .学活 .ク ラブ活動 ………プログラム委員の活用              ・
・

0行事………生徒の手による弁論大会,合唱コンクニルなど

② 家庭学習の主体化

0短学活の充実

③ 躾指導の徹底

。無チャイムと同時に授業開始"は みんなで清掃"な ど

σ。今 後 躊 版M
私たちの銀ざしていることは,決 してこと新しいことではない。むしろ,そ れは,バズ学習を,

1のでめるといった方鵞糧 切な答えかも知れない。

鱚校以来 (3年 轟)取 り組んできたバズ学習を態度面か らメスを入れようとしたのである。そ,

ぶ実践途上で,結論は出ていない。実態調査か らもうかがえるように,ま だまだ充分とないいき

ない。今後に残 された課題は義積 している。私たちは,総 の中でp議 ずよい授業をすること,(生

な意欲的に学習に取り紙ませる手だて)授業が満足すべ慾ものであれば,他のすべての場におしヽ

Ю, 轟己指導・曲直実現蛉めざす盛徒を育むことができることな信じ,それへの研究に意を注Ⅲ

建ヽ 懸。
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